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お買い上げいたださ、ありびとうございます。 

ご使用の前に 

この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

特に4〜6ぺージの r 安を上のごま意 J は、必ずお読みいただ 
を、安をにお巧いください。 

お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、必要な 
とさにお読み < ださい。 
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はじめに 


本機の特長 


■ 高音質デジタルアンプ 「DEUS」 を搭載 

デジタルノ（ワーアンプの「小型」「軽量」「高効率」という特 
長を活かしなびら、アンプ内で生成されたデジタル信号と 
アナ □ グ信号それぞれをフィードバックする「八イブ U ッ 
ド•フィードバック」技術により、高音質な才ーディオ特 I '生 
を実現させました。 

高音質デジタルノてワーアンプ固有の、デジタル信号処理技 
術のみでは解決でさない問題点をアナ□グ信号処理技術 
を加えることによって解決し、これに〕ア技術を加え、長 
年にわたり培ってきた八イエンド•オーディオアンプ設計 
技術を応用しました。 

このデジタルアンプの名称を、当社の普遍的な高音質ヴウン 
ドに対する姿_勢を表現した言葉の頭文宇を取り 「DEUS 
(Digital Emotional Universal Sound )」 と命名しました。 


■ ホールの臨場感をさ5に高める DSP モード 

世界の著名なコンサートホールやライブ八ウスなどの音 
場空間を、最新 DSP チップの高速デジタル処理により再 
現。同じアーティストの演奏でち、違った雰囲気で楽しむ 
ことびでさます。 


付属品 


本機の置き場所について 


故障などを防止するため、じ(下の場所は避けてください。 

• 湿気やほこりの多いところ 
• 風通しの悪い狭いところ 
• バランスの悪い不安定なところ 
-直射日光び当たるところ 
-熱器具の近< 

• 極端1<~寒いところ 
• 寒暖の差び激しいところ 

本機の使用環境温度は己° C 〜3己° C です。この範囲外の温 
度で使用すると、正しく動作しなかったり故障の原因と 
なったりします。 

-磁気を発生するところ 
-日 A 機器やけい光巧のすぐそば 
-振動の激しいところ 


本体のお手入れ 


パネル操作面び巧れたら柔らかい布で か5 ぶきしてください。 
巧れびひどいときは、水で布をしめらせるか、中性洗剤を少し 
布に付けてふき、あとで か5 ぶきしてください。 

シンナーやベンジン、アルコールなどの化学薬品でふいたり、 
殺虫剤をかけないでください。変色したり表面の仕上げを損な 
5おそれびあります。 


お使いになる前に付属品をお確かめください。 

不足しているものびありましたら、お買い上げの販売店にお問 
い合わせください。 




単3お乾電池 (2 本） 
(リモコン動作確認用) 



■ 音楽を聞くときのエチケット 

音楽をお楽しみになるときは、隣近所 
に迷惑びかからないような音量でお聞 
さ < ださい。 

特に、夜はルさな音でも周囲によく通 
るものです。窓を閉めたり、へッドホン 


をご使用になるなどお互いにを配 


り、快い生活環境を守りましょう。 

このマークは音のェチケットのシンボ 


ルマークです。 


-このほかに、取扱説明書(本書)や保証書び添付されています。 
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- DSP モ ー K . 
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•スピーカーの設定をする . 

• ス hi —力一の言又たにっしに . 

• スピーカー簡単設定をする . 

•スピーカー/映像/音声の詳細な設定をする . 

-操作の手順 . 
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• Xhl —力一17イスの政ぶ . 

•サラウンドバックスピーカーの 

出カチヤンネル数の設定 . 

• ス L —力一の距離設疋 . 

- 7.1 チヤンネルサラウンドの設定 . 

•デュアルモノの設定 . 

•サブウー八一の出力設定 . 

-ク□スオーノ く一周波数の設定 . 

•低音域のレベル設定 . 

•ミッドナイトモードの設定 . 

•デジタル入力端子のソース(音源)名の割り当て ........ 

-映像接続の種類の設定 . 


• ふたんの使いかた . 

•便利な機能 . 

-一時的に音を消す(消音） . 

•照明の明るさを変える（ディマー） . 

-おやすみタイマーを使う（ス U —プタイマー） 

-音声の入力信号を切り換える . 


その他の操作 


ぺージ 


• AV コンピュリンク•リモートコント□—ル 

システム . 48 

•■ J モコンでビクター製の機器を操作ずる . 49 
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•主な仕様 . 56 

>賄吾索引 . 57 


知っておいてほしいことぺ-ミ 


お使いになる前に 
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-機器を接続する前に . 

. 12 
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. 12 

- DVD レコーダー/プレーヤーを接続する . 

. 14 

-ビデオデッキを接続する . 

. 16 

•地上デジタル/ BS / CS チューナーを接続する.. 

. 17 

-電源コードを接続する . 
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- U モコンを華備する . 

. y 公 

•パソコンを接続する ( USB 接続） . 

. 19 

ふだんの使いかた 

ぺージ 


サラウン 


調節•設定ずる ページ 


が？が心が がが 


4 45566667777 SSS 
ゴ33333333333333 


44466777 SSOO 772233 
22222222 2233333333 


説必必必公ぶ 


お使いになる前に国ふだんの使いかた 


設定ずる 


サラウンド 


その他の操作 


知ほっして謗て 
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安全上のご注意 


一はじめにお読みください一 


r _ ] 給表示について I n 

この取扱説明書と製品には、いろいろな絵表示び記載されています。 

これらは、製品を安全に正しくお使いいたださ、人への危害や財産への損害を未然に防止するための表示です。絵表示の意昧をよ 
く理解してから本文をお読みください。 


么警告 么注意 


• この表示のを意文を無視して、誤った取扱いをすると、「死 • この表示のを意文を無視して、誤った取扱いをすると、「傷 

t または重傷を負う可能性び想定される」内容を示してい 害を負ったり物的損害び想定される」内容を示しています。 

ます。 


•絵表示の説明 
注意を5ながす記号 

4全 


行為を禁止する記号 


行為を指示する記号 


0®® 〇 C 

禁止 分解禁止水めれ禁止 一般的指て、電源プフクを巧く 


A 警告 

万一、次のような異常が発生し 
たとをはずぐ使用をやめる。 Rf- 

• 煙び出ている、へんなにむいびするとき 
-内部に水や異物び入ってしまったとき 電源プラグを抜< 

-落としたり、破損したとさ 
-電源コードび傷んだとき(芯線の露出や 
断線など） 

すぐに電源を「切」にし、必ず電源プラグをコンセントから 
抜きます。異常び発生したまま使用していると、乂災や感電 
の原因となります。煙び出なくなるのを確認してから販売 
店に修理を依頼してください。お客様による修理は危険で 
すから絶対におやめ < ださい。 

風呂場やシャワー室では使用し iC5\ 
なぃ。 Ir^ 

本機の中に水び入ると、乂災や感電の原因と 
なります。 

本機の中に物を入れない。 

通風孔などから、金属物や燃えやすいもの 1 X 1 

び入ると、乂災や感電の原因となります。特 
にルさいお子様のいるご家庭ではを意して 禁止 

<ださい。 

本機の上に水などの入った容器 
を置かなぃ。 |\1 

花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品など水 
の入った容器を置かないでください。こぼれ ホ止 

たり、中に水び入った場合は、乂災や感電の 
原因となります。 

分解や改造をしない。 

ヵバ-を外さなぃ。 1 ilj 

乂災や感電の願となります。 

内部の点検や修理は、お買い上げの販売店に 
ご依頼ください。 

電源コードを傷つけない。 

電源コードを傷つけると、乂災や感電の原因 1 

となります。 vy 

特に、次のことに鶴してください。 

-電源コードを加工しない 
-電源コードを無理に曲げない 
-電源コードをねじらない 
-電源コードを引っ張らない 
-電源コードを熱器具に近づけない 
-電源コードの上に家具などの重い物をのせない 

雷が鳴り出した！5、アンテナ線 
や電源プラグに触れない。 

感電の願となります。 

接触禁止 

V 


























A 警告 


表示された電源電圧(交流100 
ボルト)で使用ずる。 

表示された電源電圧 iu 外では、火災 • 感電 

0 

の原因となります。 

本機を使用できるのは日本国内のみです。 

禁止 

This set is designed for use in Japan only 
and cannot be used in any other country. 


本機の包装に使用しているポリ 
袋は、小さなお子様の手の届く 
ところに置かない。 

頭からかぶると窒息の原因となります。 

を 

J 


電源プラグは根元まで確実に差 
し込む。 

差し込みび不完全ですと、発熱したりほこ 
りび付着して乂災や感電の原因となりま 
す。また、たこ足配線ち、コードび熱を持ち 
危険ですのでしないでください。 


〇 

-般的指示 


電源プラグは定期的に清掃ずる。 

電源プラグとコンセントの間に、ゴミやほ 
こりびたまって湿気を吸うと、絶縁低下を 
起こして、乂災の原因となります。定期的に 
電源プラグをコンセントから抜さ、ゴ S や 
ほこりを乾いた布で取り除いてください。 


〇 

-般的指示 


電池は放置しない。 

電池を取り外したとさは、幼児の手の届か 
ないところに置いてください。万一、お子 
様び飲み込んだ場合は、ただちに医師と相 
談してください。 


0 


禁止 


A ま后、 

通風孔をふさいだり、風通しの 

設置場所にミ主意ずる。 

悪い場所で使用しない。 

次のような所に設置すると、乂災や感電、 ■ \ 1 

本機の通風孔をふさびないでください。通 V V 

故障の原因となることびあります。 

風孔をふさぐと内部に熱びこもり、乂獅 

-湿気やほこりの多いところ 禁止 

原因となることびあります。特に次のこと 

-直射日光の当たるところや、熱器具の近 

にを意してください。 

くなど高温になるところ 

-あお向けや横倒し、逆さまにしない 

-窓ぎわなど水滴の発生しやすいところ 

-本箱、押し入れなど風通しの悪し欺い所に押し込まない 

-調理台や加湿器のそばなど、油煙や湯気び当たるところ 

-テーブルク□スを掛けない 

-不安定なところ 

-本や雑誌などをのせない 

-振動の激しいところ 

-じゅうたんや布団の上に置かない 

寒い所から急に暖かい部屋へ移動したとさは、約1〜2時 

-設置する場合は、壁から 1 Ocm (上離す。また、放熱をよ 

間待ってから電源を入れてください。 

くするために、他の機器との間は少し離して置いてくだ 


さい。ラックなどに入れるときは、機器の天面から 


1 0cm (上、背面から] 0cm (上のすきまをあけてく 


ださい。 

V 



C 使用中の本体の温度上昇について _ ) 

使用状態によっては、本体の温度び上昇することびあります 
び、これは故障ではありません。 

特に、大音量で使い続けると本体キャビネットび熱くなりま 
す。このようなときは、乂傷などの原因となりますので本体 
には触れないようにしてください。 


お使いになる前に 


5 
















ち全上のご注意(つづき) 


一はじめにお読みください一 


A 注意 


本機の上に重い物を置かない。 

テレビなどの重い物や本機からはみ出る 
ような大さな物を置くと、バランスびくず 
れて倒れたり、落ちたりして、けがの原因 
となることびあります。 

9 

お手入れをずるとをは、電源プラ 
グを抜く。 

電源び「切」でも、本機にはわずかな電流び 
流れています。電源プラグびコンセントに 
接続されていると、感電の原因となること 
びあります。 

處 

電源プラグを抜く 

移動ずるときは、接続〕ード類 
や電源プラグを抜く。 

接続したまま移動すると、コードび傷つき、 
乂災や感電の原因となることびあります。 

處 

電源プラグを巧く 

はじめか！5音量を上げずぎない。 

突然大さな音び出て、スピーカーを破損した 
り、聴力障害の原因となることがあります。 
電源を切る前に音量(ボ U ユーム)を下げてお 
き、電源び入ってから徐々に上げてください。 

〇 

-般的指示 

電源プラグは、コードの部分を 
持って抜かない。 

電源コードを弓1っ張ると、コードに傷びつき、 
乂災や感電の原因となることびあります。 
電源プラグを持って抜いてください。 


めれた手で電源プラグを抜き差 
ししない。 

感電の原因となることびあります。 

V 

(§) 

めれ手禁止 


長期間使用しないとさは、電源 
プラグを抜<。 

電源び「切」でも、本機にはわずかな電流び 
流れています。安全および節電のため、電源 
プラグをコンセントから抜いてください。 


電源プラグを抜く 


3年に一度は内部の清掃を娘売店 
に依頼ずる。 

内部にほこりびたまったまま使用すると、乂 
災の原因となることびあります。特に、湿気 
の多くなる梅雨期の前に行なうと、より効果 
的です。 


〇 

-般的指示 


0 


禁止 


電池の取り扱いにま意ずる。 

電池の取り扱いを誤ると、電池び破裂した 
り、液もれして、乂災 • けびや周囲を巧す原因 
となることびあります。 

次のことにを意してください。 

-指定 iu 外の電池を使用しない 
-電池のプラス （+) とマイナス（一）を間違えない 
-電池を加熱しない 
• 分解しない 
-乂や水の中に入れない 

-新しい電池と一度使用した電池を混ぜて使用しない 
-種類の違う電池と混ぜて使用しない 
-乾電池は充電しない 

-長期間使わないとさは、電池を取り出しておく 
わし、電池び液もれをしてしまったとさは、電池ケースにつ 
いた液をよく拭さとってください。万一、ちれた液体び身体 
についたときは、水でよく洗い流してください。 


し]に C 61000 —3— 2適合品 J 

JISC 61000 —3— 2適合品とは、日本工業規格 r 電磁両立性一第3—2部:限度値一 
高調液電流発生限度値 （1 相当りの入力電流が 20 A 1 U 下の機器)」に基づを、商用電力 
系統の高調液環境目標レベルに適合して設計•製造した製品でず。 

















各部の名刖 


() 内のページに説明がありまず。- 


リモコン 


(フタを開けたところ） 



フタの開け方 



上図の©〜®および⑩〜@の各ボタンは、 
フタの中にあります。 

フタの中央部を}甲して、 

下へスライドさせる 


〇消音ボタン(- ► 22ぺージ） 

©電源ボタン(- ► 20.49-51 ページ） 

■の/1 アンプボタン 
- DVR/DVD の/ 1ボタン 
- VTR の/1 ボタン 
- CS/CATV の/1 ボタン 
■ TV の/ 1ボタン 

e ソース(音源)機器選択ボタン(- ► 20ページ） 

- DVR / DVD ボタン 
. VTR ボタン 
- DBS ボタン 
- TV ボタン 
- USB ボタン 

〇テレビ音量 (+/-) ボタン(一49、50ぺージ） 
©チヤンネル (+/-) ボタン(一 49-51 ぺージ） 

© DVD / ビデオデッキ操作ボタン 
(一 49-51 ぺージ） 

► (再生)ボタン 

►►1饮スキップ)ボタンと I ◄◄(前スキップ)ボタン 
►►焊送り）ボタンと◄◄谱戻し）ボタン 
■ (停止)ボタン 
II (一時停止)ボタン 

e DVD 操作ボタン(- ► 49.51 ぺージ） 

-トップメニューボタン 
. メニューボタン 
-力ーソル (▲/▼/►/◄) ボタン 
-決定ボタン 

@デイマーボタン(- ► 22ページ） 

©センタートーンボタン (■► 47ぺージ） 

⑩デジタルイコライザー調節ボタン(一46ページ） 

- D . EQ 周波数ボタン 
- D . EQ レベル （+/ —）ボタン 
® バスブーストボタン(一46ページ） 

® スピーカー出力調節ボタン(一45ページ） 

-フ□ント-左 （+/ —）ボタン 
-フ□ント-右 （+/ —）ボタン 
-センター (+/ —）ボタン 
-サブウー八一 (+/ —）ボタン 
-サラウンド-左 （+/-) ボタン 
-サラウンド-右 （+/-) ボタン 
-サラウンドバック-左 （+/-) ボタン 
-サラウンドバック-ち （+/-) ボタン 

® テレビ/ビデオボタン(崎 49、50ぺージ) 

⑩ヴラウンド (▲/▼) ボタン(一がぺージ） 

® モード切換スイッチ(一 49 s 51 ぺージ） 

⑩アンプ主音量 (+/-) ボタン(- ► 20ぺージ） 

® ミッドナイトボタン(一47ぺージ） 

⑩数字ボタン(一 49-51 ぺージ） 

- ] 〜]日、日、 + ] 日ボタン 
•]] 、 I 2/選局ボタン 

⑩アナ□グ/デジタルボタン(一のページ） 

⑩エフェクトボタン(一 46ぺージ) 

® スリープボタン(一22ぺージ） 

@テスト I ンボタン(一45ぺージ） 


お使いになる前に 
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各部の名刖(つづき) -（ ) 内のページに説明がありまず。 一 


ム^ 




@映像 / S 映像入出力端子(一 y ふ 15〜17ページ) 

入力端子： DBS 入力、 VTR 入力(再生)、 DVR/DVD 入力(再生) 
出力端子： VTR 出力(録画)、 DVR 出力(録画)、モニター出力 

@音芦入出力端子(- ► y 么7ん76 、 y 7ページ） 

入力端子： TV 入力、 DBS 入力、 VTR 入力(再生)、 

DVR/DVD 入力(再生） 

出力端子： VTR 出力(録音)、 DVR 出力(録音） 

©サブウー八一出力端子(一77ページ） 

アンプ内蔵サブウーノ V —を接続します。 

® スピーカー 端子 (■► バぺージ） 

スピーカーを 接続します。 








トニタ-出可 

I 圏 


. 映 塚® 

@@ 

@ 

@ 

©I 

S 映像^^ 

出力(岛画）入力(再生） 


恩^ 

DVR/DVD 

恩^ 




1(DVR‘ 


4 


0 


0¢ 


f 


o 電源コード(一 ys ぺージ） 

家庭用のコンセント（交流 ] 日日 V )に接続します。 

0 D 4 映像入出力端子(一 y 义75〜77ページ） 

入力端子： VTR の巳 S ) 入力、 DVR/DVD 入力 
出力端子：モニター出力 

@ A V コンピュリンクーの端子(- ► 4 S ぺージ） 

他のビクター製ビデオ機器の AV コンピュ U ンク端テと接 
続します。 

©デジタル入力端子(一 y 么 y んブ6、77ページ） 

デジタル音声出力端子のある機器を接続します。 

同軸デジタル入力端子：] ( DVR / DVD ) 

光デジタル入力端子： 2 (D 巳 S ) 、3 ( VTR ) 


サラウンドバック 
—スピーカー— 

が R 左 L 


クンド 


ス 1 

:ンター 
ご-力- ■ 

フ□ント 

—スピーカー— 

ち R ちし 

国 


随 

国 

@ 

@ 

3 

瞳 

画 

国 

國 

圏 

園 

© 

© 

0 

M 

国 



本体 


前面 


A 


A A 


A 



〇(1)/1 STANDBY / ON ボタンとスタンバイランプ 
(-►27ぺージ） 

電源を 「入」◄■►「切」 するとき押します。スタンバイランプは 
電源び 「切」 のとき点灯し、 「入」 にすると消巧します。 

e ソース(音源)ランプ(- ► ページ） 

現在選ばれているソース(音源)のランプび点灯します。 
DVR / DVD 、 VTR 、 D 巨 S 、 TV、US 巳 

© SET ボタン(一 24、26、34ぺージ) 

©SOURCE SELECTOR/MULTI JOG 
(一 21、24、26、34、42ぺージ) 

©MASTER VOLUME (一 2 y ページ） 

主音量を調節します。 

© PHONES 端子(一ぺージ） 

へッドホンを差し込みます。 


©USB 入力端子(一 ys ページ） 

US 目出力端子のあるパソコンを接続します。 

® DIMMER ボタン(一22ぺージ） 

表示窓とイルミネーシヨンランプの明るさを変えるとさ使 
います。 

©SETTING ボタン(一 24、26ページ) 

スピーカーの設定など詳細な設定をするとき使います。 

⑩ ADJUST ボタン(崎34ぺージ） 

音量•音質を調即するとさ使います。 

の SURROUND ボタン(一 42ぺージ) 

サラウンドモード、 DSP モードを選ぶとき使います。 

® 表示窓(- ► 9ぺージ） 

® リモコン受光部(一 ys ぺージ） 


背面 


〇 0 


0 〇 



誉 

ァ I 資 


P0 


S ® 















































































































































表示窓 


1 


TOSURR 

(VDPHONE* 


0 〇 〇 ゆか 


ANALOG 
DIGITAL AUTO 

LINEAR PCM 
□□D に ITAL 

dts 96/24 
MPEG-2 AAC 


DUAL MONO auto SURR 
HEADPHONE^ 


のの面 


〔 S.WFRI LFE 


画 5 圃 
□画 □ 


□□PLUx 
NEO:6 DSP 
3D-PHON に 


DIGITAL EQ C.TONE B.BOOST MIDNIGHT 


u SL 圧 P 
INPUT ATT 


VIRTUAL SB 


も @ も 


11111 

11111 

11111 

nil 

1111 

III 

III 


み 


11111 

11111 

11111 

11111 

11111 

11111 

11111 


11111 

11111 

11111 

11111 

11111 

11111 

11111 


11111 

11111 

11111 

11111 

11111 

11111 

11111 


11111 11111 11111 
11111 11111 11111 
11111 11111 11111 
11111 11111 11111 
11111 11111 11111 
11111 11111 11111 
11111 11111 11111 


11111 

11111 

11111 

11111 

11111 

11111 

11111 


O アナ□グ / デジタル音芦表示(■►ぶ？ページ） 

©DUAL MONO 表示(一39ぺージ） 

デュアルモノ信号を再生すると点なします。 

©AUTO SURR 表示(一がぺージ） 

オートサラウンドを使っているとき点灯します。 

©HEADPHONE 表示(碎 21、42ぺージ) 

へッドホンを使っているとき点灯します。 

©DIGITAL EQ 表示(一 35、46ページ) 

© C.TONE 表示(一 38、47ページ) 

© B.BOOST 表示(一 36、46ページ) 

バスブーストを使っているとさ点なします。 

©MIDNIGHT 表示(一 32、47ぺージ) 

ミッドナイトモードを使っているとき点なします。 

© INPUT ATT 表示(一36ぺージ） 

インプットアッテネーターを使っているとき点灯します。 


⑩ SLEEP 表示(- ► 22ぺージ） 

おやすみタイマーを使っているとき点灯します。 

® デジタル音芦フォーマツト表示 (一 23、39、40ページ) 

識別したデジタル音声フォーマツトに応じて点灯します。 

® スピーカー表示/入力音芦信号表示 

入力音声信号と、スピーカー設定に応じて点なします。下の 
「スピーカー表示/入力音声信号表示について」をご覧 < だ 
さい。 

©VIRTUAL SB 表示(一44ぺージ） 

ノ（ーチヤルサラウンドバツクび動作しているとき点なします。 

⑩ヴラウンドモード、 DSP モード表示 (一 27、 40- がべージ） 

選択しているサラウンドモード、 DSP モードに応じて点な 
します。 


©文字表示部 

サラウンドモ- 
表 7 J \ します。 


ド、 DSP モード名やソース(音源)名などを 


广 


スピーカー表示/入力音声信号表示について 


スピーカーと入力している音声信号を表示します。 


* 1 * 1 


ANALOG 
DIGITAL AUTC 
LINEAR P 別 / 
□□digital 

dts 96/24 
MPEG-2 AAC 

DUAL MONO AUTO SURR 
) 因固 面 HEAD … ONE 

1 [ S-WFRl LFE nnPLIx "... "… 

•固 S 画 3 た p'HON に ， 

: □圃 □ VIRTUAL SB 

DIGITAL EQ C.TONE B.BOOST MIDN に HT 

■MM am !!!!! I!SI! !!!I! ISHS !!!!! !!!!! 

SLEEP 

INPUT ATT 

A 



スピーカー 表示 

入力音声信号表示 



の面面 

因固面 



( S . WFR ) LFE 

[ S - WFR ) LFE 



固 S 圃 

画 S 頤 



甲罕甲 

□函 □ 





スピーカー表巧 

音声び出力されているスピーカーのスピーカー表示(枠)び点 
巧します。 

-サブウー八一を 「 YES 」 に設定しているときは 
(一27ぺージ)、 I S.WFR 康 示び点巧します。 

• ヴブウー八一じ(外のスピーカー表 TJX は、スピーカー設定 
や選択中のサラウンドモード、 DSP モードに応じて点な 
します。 


入力音芦信号表示 

• L :左フ□ント音声信号 
ちフ□ント音声信号 

心ンター曰声 j 言巧 

左サラウンド音声信号 
ちサラウンド音声信号 
モノラルサラウンド音声信号 


R 

C 

LS 

RS 

S 

SB 

LFE 


サラウンドバック音声信号 
LFECLow Frequency Effect)i 己号 


:サラウンドバックスピーカーの出カチヤンネル数の設定 
び 「2 SPK 」 のとき(一 28ぺージ) 

が：サラウンドバックスピーカーの出カチヤンネ j レ数の設定 
び「1 SPK 」 のとき(一 28ぺージ) 
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接続 


接続が終わるまで電源プラグをコンセントに差し込まないでください。一 


スピーカーを接続する 


■接続するとをのごま 意 

各コードまたは各プラグは確実に接続してください。不完全な接続は、雑音や音び出ないなどの原因になります。 


■接続するスピーカーにごいて 

本機に接続できるスピーカーの公称インピーダンスは、6 0〜16 0です。 

Dolby Digital や DTS の DVD ソフトを楽しんだり、ホールやパビ U オンなどの残響効果を楽しむにはスピーカーとの相性も重要に 
なります。フ□ント、センター、サラウンド、サラウンドバックの备スピーカーは、特 I 年の揃ったスピーカーを使うことび理想的です。 

■スピーカーの接続にごいて 

サラウンドバックスピーカーを]本のみ接続するときは丄側の端子(サラウンドバックスピーカー左丄端子)に接続し、サラウンド 
バックスピーカーの出カチャンみレ数の設定を「1 SPKJ にします。 ► 2 S ぺージ） 

■スピーカーの設置にごいて 

下の設置例を参考に、実際にお聞きになりなびら最適なサラウンド効果、残響効果び得られる向きや場所を探して設置してください。 
部屋の間取りなどで理想的な設置びむずかしし化きでも、スピーカー設定を適切におこなうことで音場の調節をすることびできます。 

理想的なスピーカー配置例 (7. 1 ch 配置のとき） 


左フ□ントス ピーカー (FL) 

左前ちに設置します。 


サブウー八一 (SUBWOOFER) 

どこに置いてちかまいません 
び、通常はフ□ントスピーカー 
やテレビの近くに設置します。 


左サラウンド スピーカー (SL) 

耳の位置に対して横から少し 
左後方に設置します。 


左サラウンドバックスピーカー 
(SBL) (サラウンドバックス 
ピーカーを2つ接続するとき） 

IJ スニングポジシヨンの後ち 
に設置します。 






如 


リスニングポジション 





師 


ちフ□ントスピーカー (FR) 

ち前方に設置します。 


センタースピーカー (C) 

主に映画のセ U フなどを再生 
するので、テレビ画面の近く 
に設置します。 


ちサラウンド スピーカー (SR) 

耳の位置に対して横から少し 
ち後方に設置します。 


ちサラウンドバックスピーカー 
(SBR) (サラウンドバックス 
• ピーカーを2つ接続するとを） 

U スニングポジシヨ ンの後ち 
に設置します。 

\ _ 


サラウンドバックスピーカー (SB) 
(サラウンドバックスピーカー 
を1つ接続ずるとき） 

U スニングポジシヨンの後ち 
に設置します。 

\_ 


設置のポイント 


- U スニングポジションを中必とした同一円周上に各スピーカーを設置するようにします。 

-スピーカーからの音には指向性*びある場合びあるので、スピーカーは U スニングポジションに向けて設置します。 

-サブウーノ V —からの音は、他のスピーカーからの音と比べて、指向性は強くありません。 

* 指向性とは… 

スピーカーは、一般にその正面で音び最もよく聞こえ、正面からずれていくと聞こえにくくなる性質びあります。この正面からの移動角度に対 
する出力音圧の変化を示したものび指向性です。指向性び強いスピーカーほど、効果的に音の聞こえる範囲び狭くなります。 j 


■スピーカーの 設置 •接続のあとで 

スピーカーの設置•接続のあとは、 スピーカーの設定(一 27ぺージ)や 出カレベルの調節(一 35ぺージ)をおこないます。 
本機では、このような設定や調節を、 スピーカー簡単設定(一が ページ)を使っておこなうこともできます。 
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■フ□ントスピーカー、センタースピーカー、サラウンドスピーカー、サラウンドバックスピーカーの接続 

フ□ントスピーカー、センタースピーカー、サラウンドスピーカー、サラウンドバックスピーカーを本体背面のスピーカー端子に接 
続します。スピーカーコードは、左ちのスピーカーで同じくらいの長さになるようにします。 

スピーカーのちちと極性(©と©)を間違えないように正しく接続してください。 

■サラウンドパックとパーチヤルサラウンドバックについて 

Dolby Digital Surround EX 信号、 DTS - ES 信号など、 6.1 チヤンネルの音声信号を再生するときには、サラウンドバックスピーカー 
び必要です。サラウン ドバックスピーカーび接続されていないときは、サラウンドスピーカーを使ってサラウンドバック音声信号を 
再生できます。詳しくは「パーチヤルサラウンドバックについて」（-►心ぺージ)をご覧ください。 


• 一つのスピーカー5請テに^数のスピーカーを擬荒しないでぐださい。 


-スピーカー〕ードの極性(©、©促間違えると、音質やステレオ感び 

事故や故障の原因となります。 


そこなわれますのでごを意<ださい。 

• テレビの近くに設置するセンタースピーカーやフ□ントスピーカー 


-接続したあと、コードを軽く弓いてしっかり接続されているか確認 

などは、防磁スピーカーをお使いください。 


してください。 

万一、テレビの画面に色ムラび生じるとさは、スピーカーとテレビを 


-磁気カードなどをスピーカーのすぐそばに置かないでください。 

離して設置してください。 


データび消えるなどの原因になることびあります。 


スピーカーコード(市販品)をつなぐ 



コードの先端のビニールを 
カッターなどで切り、ねじ 
りなびら抜さ取ります。 



スピーカー端テを開さ、コード 
のお線を差し込みます。 


スピーカー端テを閉じます。 


本体背面 




后 I I 昼 || 




©|©@|©|©|©| 


@@ 

0© 


I — I ④回に 

画 




左サラウンド 


左サラウンド 

センター 

左フロント 

スピーカー 

スピーカー 

スピーカー 


ソク |r t 

-fr 

•L I ちィ 


© 


© 


y 

y 

y 

y 

圏 

画 

圏 

画 


© 


© 




© 


麗 


y 

圏 

圏 

画 




© 


I 


- 1 ごミち意 I スピーカーインピーダンス巨円-1日 n — 


ノ獄ミ数- 


ちスサをカン-ド 


曼巧た 


スピーカー端子と背面端子の®/©を合わせて 
接続します。 


■アンプ内蔵サブウー八一の接続 

本機にアンプ内蔵サブウー八一(別売り）を接続すると、より迫力のある重低音をお楽しみいただけます。 

特に 、 Dolby Digital 、 DTS などのサラウンドソフトを再生すると、 LFE(Low Frequency Effect : 低域効果音)信号び再生され、映 
画館のような重低音び楽しめます。 

アンプ内蔵サブウー八一を接続するときは、才ーディオコード(別売り）でサブウー八一出力端子に接続します。 

接続のあとで、ヴブウー八一の設定を 「 YES 」 に設定します。（一27ぺージ） 

•詳しくは、サブウーノ V —の取扱説明書をご覧ください。 




、：信号の流れ 


アンプ内蔵サブウー八一 
(SP-DW103 など） 


オーディオコード(別売り） 




お使いになる前に 
























































































































































































接続 (〇つご)一接続が終わるまで電源プラグをコンセントに差し込まないでくださし、。- 


機器を接続する前に 


ビデオコン/ V — 夕一について 

本機にはビデオコンバート(変換)機能び搭載されています。 

映像出力と映像入力で異なる信号を選んだ場合、映像信号は 
ちのように変換されます。 

- D 4 映像端子からの入力信号は、 S 映像端子または映像端子 
からは出力されません。 

- S 映像端子からの入力信号は、映像端子からは出力されませ 
ん。 

接続のあとで、各ソース(音源)の映像接続の種類を設定しま 
ず。(一33ぺージ) 

p - 録画をずるときのごま意- 

D 4 映像入力端テに接続した機器の映像は、録画でさません。本機に接続した録画機器で録画をするとさは、録画機器と再生機器を次のよラに 
接続してください。 

-録画機器を S 映像出力(録画)端テに接続したときは、再生機器を S 映像入力(再生)端テまたは映像入力(再生)端テに接続します。 

-録画機器を映像出力(録画)端テに接続したとさは、再生機器を映像入力(再生)端テに接続します。 



テレビを接続する 


本機とテレビを接続します。テレビの取扱説明書も併せてご覧ください。 
接続には、別売りのコードをお使いください。（碎裏表紙） 


音声の接続 


テレビの音声を本機に接続したスピーカーで聞くための接続です。 

音声端子の接続にはアナ□グ接続とデジタル接続びあります。 AAC サラウンドをお楽しみいただくには、デジタル接続び必要で 
す。 


本体背面 


デジタル入力 
1(DVR/DVD) 2(DBS) 3 

(© B - 






U 目 I 


[© ©I® 圆國 I 


© 1 ©© 1 © 1 © 1 © 




©© 

©© 


B 




I 音声 I 



I 

左像 J 

賊 

VTR I 

出力婦音）入力括生） 

I 

DV 

出力な 




に I 

I 

辱^ 



り 

I 


■獅 


rnsmy 


光デジタルケーブル(別売り） 



-テレビをデジタル入力端子に接続するときは、ソース(音源)名を 
設定します。テレビを接続したデジタ J レ入力端子のソース(音 
源)名を 「 TV 」 に設定します。(■►がページ） 



デジタル 

出力端子へ 


それぞれの 

出力端子へ 



:信号の流れ 



光デジタルケーブルを接続す 
る前に、保護キャップを外して 
1< ださい。 
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映像接続について 

本機には04映像端^ 

- D 4 映像端子 
- S 映像端子 
-映像端子 

F 、 S 映像端子、映像端子の3種の端テびあります。下の順でより高品位の画質をお楽しみいただけます。 
コンポーネント映像信号を扱い、信号フォーマットやアスぺクト比などの情報も送ります。 

映像信号を輝度信号 ( Y ) と色信号 ( C ) に分離した信号を扱います。 

輝度信号と色信号を複合した信号を扱います。 


本機に接続したビデオ機器 ( DVD レコーダー/プレーヤー、ビデオデッキ、地上デジタル/目 S / CS チューナー、外部機器)の映像 
を、テレビで見るための接続です。 

□4 映像モニター出力端子、 S 映像モニター出力端子、映像モニター出力端子の3種の端子から選んで接続します。 

-コンポーネント映像入力端子付のテレビとの接続には、別売りの□端子ーコンポーネント端テ接続コード ( VX - DS 2] 日など) 
をお使いください。 


"【眶 a 







映像 

© 



D 端子コード側売り） 

端テとコネクターの向 
さを合わせ、「カチッ」と 
音び鳴るよう正しく接 
続して < ださい。 


ビデオコード(別売り） 

黄 \ 黄 

づ巧 ]!^^^—^^ 


D 映像入力 
端子へ 


それぞれの 
入力端子へ 



.： 信号の流れ 



八イビジョンテレビなど 


S ビデオコード(別売り） 

プラグと端テの▼マークを合わせて差し込みます。 


D 端子 コネクターの 外しかた 



ここの部分を巧しな 
びら、コネクターを 
引いて外します。 


@@@@ 



映像の接続 


D 端子の種類について 

本機の D 端子は D 4 信号まで対応します。本機には、 D 1〜 D 4 
映像出力に対応した DVD レコーダー/プレーヤーや、01〜 
D 4 映像入力に対応したテレビなどを接続でさます。 D 端子 
の種類と対応信号の関係はちのよラになっています。 

数字の後のア><レファベット 「 p 」 はプ□グレッシブ信号を、 n 」 はインター 
レース信号を意味します。 


端テの種類 

対応する映像イ' 

醒号フ オーマット 

I ]2已！ 

75 Op 

已2已 P 

已2已 i 

D 4 

〇 

〇 

〇 

〇 

D 3 

〇 

— 

〇 

〇 

D 2 

— 

— 

〇 

〇 

D 1 

— 

— 

— 

〇 


お使いになる前に 
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接続 (〇つご)一接続が終わるまで電源プラグをコンセントに差し込まないでください。一 


DVD レコーダー/プレーヤーを接続する 


本機と DVD レコーダー/プレーヤーを接続します。 DVD レコーダー/プレーヤーの取扱説明書ち併せてご覧ください。 
接続には、別売りのコードをお使いください。 （一 裏表紙） 

音声の接続 

音声端子の接続にはアナ□グ接続とデジタル接続びあります。 Dolby Digital や DTS などのサラウンドをお楽しみいただくに 
は、デジタル接続び必要です。 

くデジタル接続> 


信号の流れ 



-光デジタルケーブル(別売り）で、 DVD レ〕ーダー/プレーヤーを] ( DVR / DVD)iU 外のデジタル入力端子に接続するときは、 
接続したデジタル入力端子のソース信源)名を 「 DVR / DVD 」 に設定します。 ► 33ぺージ) 


くアナ□グ接続> 



:信号の流れ 



DVD レコーダー 
/プレーヤー 


_お知らせ_ 

- DVD プレーヤーを接続する場合は、 DVR 出力(録音)端テとの接続は、必要ありません。 

. 本機のデジタル入力端テに接続した再生機器の音声は、 DVD レコーダーでは録音できません。 
アナ□グで接続してください。 
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映像の接続 

D 4 映像端子、 S 映像端子、映像端子の3種類の端子から選んで接続します。接続のあとで、映像接続の種類を設定します。（■►が 
ぺ_ジ） 

• コンポーネント映像端子付の DVD レコーダー/プレーヤーとの接続には、別売りの D 端子コード ( VX - DS 21 日など）をお使い 
<ださい。 


D 映像 
出力端子へ 



■〇1〇の网网网 

画國圈 g 




D 端子コード(別売り） 

端テとコネクターの向さを合わせ、「カチッ」と 
音び鳴るよう正しく接続してください。 


本体背面 


®|0|@ 



ビデオコード(別売り） 


それぞれの 



S ビデオコード(別売り） 

プラグと端テの▼マークを みゎみゎの 

合わせて差し込みます。丹乱の 

入力师子へ 





I :信号の流れ 


DVD レコーダー 
/プレーヤー 


ビデオコード(別売り） 


D 端子コネクターの外しかた 




ここの部分を巧しな 
びら、コネクターを 
引いて外します。 


DVD プレーヤーを接続する場合は、 DVR 出力(録画)端テとの接続 
は、必要ありません。 

D 4 映像入力端子に接続した再生機器の映働ま、録画できません。 


お使いになる前に 


15 





























































接続 (〇つご)一接続が終わるまで電源プラグをコンセントに差し込まないでください。一 


ビデオデッキを接続する 


本機とビデオデッキを接続します。ビデオデッキの取扱説明書ち併せてご覧ください。 
接続には、別売りのコードをお使いください。 ► 裏表紙） 


音声の接続 

音声端子の接続にはアナ□グ接続とデジタル接続びあります。 



• ビデオデッキを 3(VTR)li (外のデジタル入力端子に接続するときは、接続したデジタル入力端テのソース信源)名を 「 VTR 」 に 
設定します。（一33ぺージ） 


映像の接続 

D4 映像端子、 S 映像端子、映像端子の 3 種類の端テから選んで接続します。接続のあとで、映像接続の種類を設定します。(■►がペー 
ジ） 

-コンポーネント映像端子付のビデオデッキとの接続には、別売りの□端子コード (VX-DS21 日など)をお使いください。 



D4 映像入力端テに接続した再生機器の映像は、録画できません。 



ここの部分を巧しな 
びら、コネクターを 
引いて外します。 
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地上デジタル/ BS / CS チューナーを接続する 


本機と地上デジタル/ BS/CS チューナーを接続します。地上デジタル/巳 S/CS チューナーの取扱説明書も併せてご覧ください。 
接続には、別売りのコードをお使いください。（一裏表紙） 

音声の接続 

音声端子の接続にはアナ□グ接続とデジタル接続びあります。 AAC サラウンドをお楽しみいただくには、デジタル接続び必要です。 



-地上デジタル/ BS/CS チューナーを 2(DBS)iU 外のデジタル入力端子に接続するときは、接続したデジタル入力端子のソース 
(音源)名を 「 DBS 」 に設定します。 (-► 33ぺージ) 

映像の接続 

D4 映像端子、 S 映像端子、映像端子の 3 種類の端子から選んで接続します。接続のあとで、映像接続の種類を設定します。(■►がぺージ） 
-コンポーネント映像端子付の地上デジタル/ BS/CS チューナーとの接続には、別売りの□端子〕ード (VX-DS21 日など)をお使いく 
ださい。 


D 端子コード(別売り） 

端テと コネクターの 向さを合わ 



I ：信号の流れ 


吕魄 


地上デジタル /BS 
/CS チューナー 


D 端子コネクターの外しかた 



ここの部分を押しな 
びら、コネクターを 
引いて外します。 


お使いになる前に 
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■= 

■- 

約已 m じ(内 _ 



- U モコン受光部に直射日光などの強 
い光び当たっていると、動作しないこ 
とびあります。 

• 操作範囲び狭くなってきたり、本体に 
近づけないと操作でさなくなってさ 
たときは、乾電池び消耗しています。2 
本とも同じ種類の新しい単3形乾電池 
と交換してください。 


r > 

リモコンの操作節囲について 

• IJ モコンの先端を本体前面の U モコン受光部に向けて操作しま 
す。操作巧能な距離は、 U モコン受光部より約日 m ですび、斜めから 
操作すると短くなります。また、 IJ モコン受光部との間に障害物等 
びあると、 IJ モコンで操作でさない場合びあります。 

リモコン受光部 


接続びすべて終わってから、電源コードを家庭用コンセントに差し込んでください。 
電源コードを接続すると、本体のスタンバイランプび点灯します。 


家庭用コンセント 
AC100V.50HZ/60HZ 


お知! 5 せ 



サラウンドなどの設定は、次のよラな場合に取り消されることびあり 
ます。このようなとさは、をう一度設定し直してください。 

-電源コードをコンセントから抜いたとさ 
-停電び起こったとさ 




電源コードはテレビやビデオデッキなどから離してください。接近 
していると雑音び発生したり、映像び乱れたりする場合びあります。 
濡れた手で電源コードを触らないでください。 

電源コードをコンセントから抜くとさは、必ずプラグの部分を持つ 
て抜いてください。 


単3形の乾電池を2本入れます。 電池の極性 (©.©) を間違えないように入れてください。 

2. 単3お乾電池を2本入れる 

U モコン内部の表示に極性 (© ©) を合わせ、正 


しく入れてください。 


I . 裏ブタをかず 

矢 EP の方向にスライドさせます。 


3. 裏ブタをしめる 

矢印の方向に戻します。 




単 3 お乾電池 



お知5せ 


付属の乾電池は動作確認用です。早目に新しい単3形乾電池と交換し 
て < ださい。 

充電式電池などは使わないでください。 

長い間使用しないとさは、乾電池を取り出しておいてください。 


接続 (〇つご)一接続が終わるまで電源プラグをコンセントに差し込まないでくださし、。- 


モコンを準備する 


電源コードを接続する 


0000 - 
§0〔 
§0り 

广00000 


IV 
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パソコンを接続する ( USB 接続) 


本機とパソコンを USB 接続します。パソコンからの音声を本機を通してお楽しみいただけます。 

厂 お知らせ- . 

本機で音声を聞くことのできるパソコ：/は、 CD-ROM ドライブと USB 
端テを装備し、下の日 S びインストールされたノ（ソコンです。 

• Windows ®98 SE 

• Winclows®Me 

• Windows ® 2000 

• Winclows®XP 

Winclows ®98 SE 、 Winclows ® Me 、 Winclows ®2 日日日、 

Winclows®XP は、米国 Microsoft Corporation の商標または登録 
商標です。 


5 パソコンにドライバーがインストールさ 
れているかを確認ずる 

iu 下の手順でノてソコンの画面を開きます。 

[スタート]一[コント□-ルパネル]一[システム]一 
[八 ー ドウエア]一[デバイス マネージャ] を開きます。 
[ US 目 (Universal Serial Bus ) コント□—ラ]フオルダ 
の中に 「 USB 複合デバイス」、[サウンド、ビデオ、および 
ゲームコント□-ラ]フオルダの中に 「 USB 才ーデイ 
オデバイス」びあればインス I -ールは完了しています。 


本機とパソコンを初めて接続するときは、次の手順でパソコンに 
USB ドライバーをインス I -ールします。 

• ここでは VVinclows ® XP で説明します。 


パソコンの電を入れる 

既にパソコンの電源び入っていてアプ U ケーシヨンび 
開いているときは、すべてのアプ U ケーシヨンを終了 
させて < ださい。 


2 本機の電源を「入」にして、ソース(音源)に 
rusB」 を選ぶ 

-本機の電源の「入」一「切」やソース(音源)の選び方 
は、20または27ぺージをご覧ください。 

3 本機の音量を最小にずる 

-本機の音量の調節方法は、 20 または 27 ページをご覧 
<ださい。 

4 本機とパソコンを USB ケーブルで接続ずる 

USB ドライバーびパソコンへ自動的にインス I -ール 
されます。 

- US 巳ドライバーび自動的にインス!-ールされない 
場合は、パソコンの画面表示に従ってインス I -ール 
して < ださい。 



ファイルの側ががま示な）ヘルプお） 
仁-►面資虜理 


困过 DVD / CD - R0M ドライプ 
拓每の E ATA/ATAPI コントローラ 
田 1 PCMCIA アタ•ブタ 
曰み USB (Universal Serial Bus )] ント□ーラ 
:み冉 Li PCI to USB Open Host Controller 

I に D ii.wk n-y 


を USB 巧合デバイス 


p ザ—す广 

i 王/ビュ-夕 

V サウンド、だデオ、わよ U ヴームコント□ーラ 
•L SoundMAX Inteerated Digital Audio 


A USB オーデイオデ"イス 


A 习 

♦'づ 

A し 


^す — T イすじ UU ヒじ 

I ピデオ CODEC 
k づディアコントロールデバイス 
’ レガシオーディオドライ" 

♦レガシピデオキャプチャデ"イス 
田 g システムデバイス 
田 W ディスクドライプ 
EI §ディスプレイ マをつみ 
田—本》トワーウアダプタ 
田なバッ刊 

田曲ヒュ-マンインタ-フェイスデバイス 
坦參ブ□た州 
H ^ポートめ 0M と LPT ) 

国。マウスとそ畑まかのポインティンヴデバイス 
モデム 
を§モニタ 


3 


パソコンか！5の音芦を本機を通して聞くには 
1 • ソース宿源)に rusB 」 を選ぶ 
2. パソコンで音芦を再生する 

-お使いのノ くソコンの取扱説明書も併せてご覧ください。 


广 


お知5せ 


インス I -- ルび正常に完了すると、次に本機とパソコンを US 巨接 
続したときに、上の手順 5 のように表示されます。表示されていな 
したきは、パソコンび本機を認識していません。一度接続を外し、も 
ラー度接続し直してください。それでち認識しないとさは、パソコ 
ンを再起動して < ださい。 

接続したノ（ソコンの設定や仕様によっては、うまく再生されなかっ 
たり、音びとんだり、音質び落ちたりする場合びあります。 




ドライノ く一のインス I ) レ中やパソコンび本機を認識している間 
は、本機の電源を「切」にしたり、 US 目ケーブルを抜いたりしない 
で < ださい。 

US 巨ケーブルはノ くージョン1 . 11；(降のものをお使いください。また、 
1.已メー トル下の長さのケーブルのご利用をお勧めします。 
パソコンからの音声を本機を通して聞かないときは、接続を外してく 
ださい。 

本機からパソコンへデータを送信することはできません。 
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曰回囚 


お使いになる前に 



















































































ふだんの使いかた 

画リモコンか目 



の/1アンプボタンを巧して本機 
の電源を r 入」にずる 



本体のスタンバイランプび消なします。 

電源を「切」にする前に選んでいたソース宿源)び選ば 
れ、表 TJX 窓1<-表されます。 


例:最後に rVTRJ を選んでいた場合 



2ソース(音源)機器選択 
ボタンを巧して再生ず 
るソース(音源)を選ぶ 


DVR/DVD VTR 


0000 
一 〇 〇 〇 


選んだソース(音源)名び表示され、 
ソース(音源)ランプび点なします。 
例： 「 DVR / DVD 」 を選んだ場合 



電源を r 切」にする 

の/1アンプ ボタンを押します。 

本体のスタンバイランプび点なします, 


次のような操作をする前には、必ず音量を最ルにしてください。 
音量を上げたまま操作すると、突然大きな音び出て聴力障害の原因 
となったり、スピーカーを破損したりすることびあります。 

-本機の電源を「入」切」するとき 

•へッドホンをつけるときや、へッドホンのプラグを抜き差しするとき 
本体から操作するとさも同様です。 



3接続した AV 機器を再生ずる 


接続した機器を操作するとさは、それぞれの AV 機器の 
取扱説明書ち併せてご覧ください。 


4 


アンプ主音量 (+/—) ボタン 
を巧して音量を調節ずる 


アンプ主音量 


音量を上げる- 




音量を下げる 



音量レベルは、0爆ノ」\)〜已〇爆大)までの範囲で調節で 
さます。 
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闲 本体から 

1 2 4 



の/1 STANDBY/ON ボタン 
を巧して本機の電源を「入」 
にずる 


む /1 STANDBY/ON 


電源を r 切」にする 


の/1 STANDBY / ON ボタンを押します。 
スタンバイランプび点なします。 


スタンバイランプび消灯します。 

電源を 「切」 にする前に選んでいたソース(音源)び選ば _ 

れ、本体表示窓に表示されます。 へツ ピホンで楽; LC 


例:最後に rVTRJ を選んでいた場合 


の 面 

I S.WFRI 


2 SOURCE SELECTOR/ 

MULTI JOG を回して再生 
ずるソース(音源)を選ぶ 

回すごとにソース(音源)名び切り換わります。 

ソース眉減に合わせて、ソース(音源)ランプび点なします。 



本体 PHONES 端テにへッドホンを差し込むと自動的にへッ 
ドホンモードになり、 スピーカーからの 音声は出なくなりま 

す。表示窓に 「 HEADPHONE 」 び表示され HEADPHONE 表示 

び点灯します。へッドホンを使うときは、スピーカーの設定に 
関係なく次の信号び出力されます。 

• マルチチヤンネル信号び入力されたときは、各チヤンネル 
の音声信号びダウンミックスされ、左ちのへッドホンに振り 
分けられて再生されます。 

-ヘッドホンでもサラウンドを楽しむことびできます。サラ 
ウンド再生中にへッドホンを使用すると、表示窓に 「3 D 

HEADPHONE 」 と表示され、 HEADPHONE 表示 、 DSP 

表示び点灯します。 



[ PVR / DVD | ► [ V 下 R | 一 IDB 5] 一 


圧 y] lusBl け台めに戻る) 


HEADPHONE 表示 



DSP 表示 


3 接続した AV 機器を再生ずる 


接続した機器を操作するとさは、それぞれの AV 機器の 
取扱説明書も併せてご覧ください。 


4 MASTER VOLUME を回して音量を調節 
ずる 

音量を下げる 

音量を上げる 


MSTER 
の LUME 




音量レベルは、0爆ル)〜已〇爆ガまでの範囲で調節で 
さます。 















































































































便利な機能 


^リモコンから 



アンプま音量 
什/—)ボタン 


アナ□グ/デジタレ 
ボタン 

ス U — プボタン 


-時的に音を消す(消音) 


電話びかかってきたときなど、音を一時的に消したいときに 
便利です。 

消音ボタンを巧ず 

本体表示窓に 「 MUTING 」 と表示されます。 

スピーカーとへッドホンから音び出なくなります。 


消音 




もとの音量に戻すには 


アンプ主音量 (+/-) ボタンを押すか、もう一度 消音 ボタンを 
押します。本体の MASTER VOLUME を回しても、もとの音量 
に戻ります。 


照明の明るさを変える(ディマー) 


映画ソフトなどをご覧になるときなど、本体表示窓およびイ 
ルミネーシヨンランプの明るさを変えたいとさに使います。 

デイマーボタンを巧ず 

デイマー ボタンを押すごとに、明るさび4段階に 
変化します。 


了イマ— 



おやすみタイマーを使う 
(スリープタイマー ） 


音楽を聞さなびら眠りたいとさなどに使います。 

設定した時間び経過すると本機の電源び自動的に 「切」 になり 
ます。 


スリープボタンを巧ず 

スリープボ タンを押すごとに、設定時間(分)び 
次のように切り換わります。 


ス U —プ 


SLEEP 表示 



nomin] —► に 0min1 — ► |30min| 圓 ► み ) mini —► 
[SOmin] — ► [60 mini —► 「7日 mini — ► ISOmin] — ► 
[90rnin| — ► I0FF| —► け台めに戻る） 


-おやすみタイマーの動作中は、表示窓の SLEEP 表示び点巧し 
ます。 


設定した時間び経過すると、 自動的に電源び 「切」 になります。 

電源が r 切」になるまでの時間を確かめたり、設定時間を変える 

おやすみタイマーを胃受定後に スリープ ボタンを1回押すと、電 
源び 「切」 になるまでの時間び表示されます。 

設定時間を変更するとさは、 スリープ ボタンをくり返し押して 
希望の時間を選びます。 


おやすみタイマーを解除する 

スリープ ボタンを < り返し押して 「 OFF 」 を表示させます。おや 
すみタイマーび解除され SLEEP 表示は消なします。 

電源を 「切」 にしたときにも、おやすみタイマーは解除されます。 


—お知らせ- 

本機に接続している他の機器の電源は、自動的に「切」になりません。 
AV コンピュ U ンクで DVD レコーダー/プレーヤー、ビデオデッキ、テ 
レビを接続している場合は、本機に連動して電源び自動的に r 切」に 
なります。(一4 夕ぺ ージ） 


1-4 ふだんの明るさ一 ► やや暗い一 ► 暗い一 ► 消丹 


• 本体の DIMMER ボタンを使ってち、本体表示窓およびイルミ 
ネーシヨンランプの明るさを変えられます。 

-消灯時に本機を操作すると、一時的に明るくなります。 
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音声の入力信号を切り換える 


本機と接続機器の接続方法に合わせて、ソース(音源）ごとに 
設定します 。 「DIGITAL AUTO 」 に設定しているときに、無音 
状態やノイズによってデジタル信号び正しく判別でさないこ 
とびあります。このような場合に、手動でデジタル音声フオー 
マツトを切り換えることびできます。 


アナ a グ/デジタルボタンを巧ず 

ボタンを押すごとに、デジタル音声フオーマット 
び次のように切り換わります。 


アナ □ ク'/デジタル 


AUTOSURR 

digital の回の 

□□D 匡 r. r 

八 

)! j 1 jj j 

/ 

\ 

DIGITAL AUTO * 

> DOLBY DIGITAL |" HDTS |^^ 

lMPEG -2 AACI 今 

ANALOG 

今（始めに戻る ） J 


DIGITAL AUTO 

:デジタル音声フォーマットを自動判別し 

ます。表示窓の DIGITAL AUTO 表示と、 
判別されたデジタル音声フォーマット表 
示び点灯します。 

DOLBY DIGITAL * 

: Dolby Digita 网応信号を聞くときに選 
びます。 Dolby Digital 信号び入力される 

と、表 TJX 窓の D 1 GITAL 表 7 J \ と □□ DIGITAL 表 

示び点巧し、それ(外の信号び入力される 
と点滅します。 

DTS * 

: DTS デジタルサラウンド対応信号を聞く 
とさに選びます。 DTS 信号び入力される 
と、表示窓の DIGITAL 表示と at * 表示び点 
巧し、それ iU 外の信号び入力されると点滅 
しよ 9 〇 

- DTS 96/24 信号び入力されたときは 
96/24表示ち点なします。 


デジタル信号について 


本機で表示されるデジタ J レ信号は次の己つです。デジタ J レ音声 

び入力されると、対応するデジタ J レ音声フォーマツト表示び 

表示窓に点灯します 0 

LINEAR PCM : 

U ニア PCM のとき点灯します。 

□□DIGITAL 

ドルビーデジタ j レ対応信号のとき点巧し 


On 9 〇 

dts 

DTS デジタルサラウンド対応信号のと 


き点巧します。 

化96/24 

DTS 96/24 信号のとき点灯します。 

MPEG -2 AAC : 

MPEG-2 AAC 信号のとき点灯します。 


その他の機能について 


本纖ま、次の操作をしたとき、自動的にソース眉源)ごとの 
設定を記憶します。 

-本機の電源を 「切」 にしたとき 
. 本機のソース(音源)を切り換えたとき 

ソース(音源)ごとに記憶されるのは次の内容です。 

-アナ□グ/デジタル入力の設定(■►左言己） 

- スピー カーの出カレベル(一35ぺージ） 

-バスブーストの設定(一36、46ぺージ） 

-インプットアッテネーターの設定(- ► 36ぺージ） 

-サラウンドモード、 DSP モードの設定(■►がぺージ） 

-イコライヴー調節(- ► 35、46ぺージ） 

•ミッドナイトモードの設定(一 32、47ぺージ) 

再び同じソース(音源)を選ぶと、記憶した内容び呼び出され 
ます。 


MPEG -2 AAC * : MPEG-2 AAC 対応信号を聞くときに選 
びます。 MPEG-2 AAC 対応信号び入力さ 

れると、表示窓の DIGITAL 表示と MPEG - 

2 AAC 表示び点巧し、それ(外の信号び 
入力されると点滅します。 


ANALOG :アナ□グ信号音声を聞くときに選びます。 

表示窓の AN ALOG 表示び点なします。 


* 本機の電源を 「切」 にしたり、ソース宿源)を切り換えたと 

きは 、 「DIGITAL AUTO 」 に戻ります。 


-ソース(音源)び 「 USB 」 のときは、この機能は働きません。 

-デジタル入力端子に割り当てられているソース(音源)名び 
接続機器名と合っていない場合は、デジタル音声を選ぶこ 
とびできない場合びあります。接続した機器名と同じソー 
ス(音源)名をそれぞれのデジタル入力端子に正し < 設定し 
てください。詳しくは「デジタル入力端子のソース宿源)名 
の割り当て」（一33ページ)をご覧ください。 














































スピーカーの設定をずる 


スピーカーの 設定に ついて 


■スピーカーの設定頃目について 

接続したスピーカーの情報(設置の有無、サイズ、設置数など）を本機に設定することで、サラウンド(- ► 39、40ページ)の再生に 
最適な音場を再現することびでさます。 

スピーカーの設定には次の4項目びあります。 （） 内は本体表示窓に表示される設定項目名です。 


ヴブウ ー A — の設定 ( SUBWOOFER ) 

サブウー八一を使用するかどうかを設定します。 

スピーカーのサイズ設定 

(FRONT SPK、CENTER SPK 、 
SURROUND SPK、S BACK SPK ) 

フ□ントスピーカー (FRONT SPK )、 センタースピーカーに ENTER SPK )、 サラ 
ウンドスピーカー (SURROUND SPK )、 サラウンドバックスピーカー (S BACK 
SPK ) について、使用するかどうか、またはユニットのサイズを設定します。 

サラウンドバックスピーカーの出力 

チヤンネル数の設定 (S BACK OUT ) 

サラウンドバックスピーカーの出カチヤンネル数を設定します。 

スピーカーの距離設定 

(FRONT LDIST . FRONT R DIST 、 
CENTER DIST.SURR L DIST 、 

サラウンド サラウンドバック 

SURR R DIST、S BACK L DIST 、 

S BACK R DIST ) 

各スピーカーを U スニングポジションから等距離に配置でさないとさに使う設 
定です。理想的配置に近づけるために出カタイミングの遅れを調節します。 


スピーカー簡単設定をする 


■スピーカー簡単設定について 

スピーカーの簡単設定機能(クイックスピーカーセットアップ)を使うと、「サブウー八一の設定」、「スピーカーサイズの設定」、「サラ 
ウンドバックスピーカーの出カチヤンネル数の設定」および「スピーカーの距離設定」の基本設定を手早くおこなうことびできます。 

-設定内割ま、手順 7 び終了したとき登録されます。操作を途中で止めると、それまでの設定内容は登録されません。 

-設定の途中でしばらく何も操作しないでいると、設定前のソース宿源)表示に戻ります。 

• より詳細な設定をする場合は、「詳細なスピーカー設定」（一 27〜29ぺ —ジ)をご覧ください。 


=〇〇 


本体のみ 


SETTING 


SET 

I I 


I II 

設定を開始または終 
了します。 

^ _ _ J 


選んだ項目や設定内容を 
決定します。 



SETTING ボタンを巧ず 


24 



3 SET ボタンを巧ず 

スピーカーの 数び表示されます。 

• それまでの設定にかかわらず、 
「7.0 ch 」 び始めに表示されます。 


SET 



4 MULTI JOG を回して接続 
した スピーカーの 数を選ぶ 

MULTI JOG を回すと 
下図のように数び変わります。 




^2.0か 1 钟を1か1勢「3.0か1朴13.1か」钟 


托 Ochl 妙 み 1ch I 转 15.0 ch1 妙 ち . 1ch I 朴 
16.0 ch |-o-f67l^4»f7 ： 0^>»|7.1ch 

(始めに戻る） 


• 選択したスピーカーの数にあわせて、スピーカーの 
サイズび設定されます。詳し < は「スピーカー簡単設 
定によるスピーカーサイズの設定」（一25ぺージ） 
をご覧ください。 





















































































































5 SET ボタンを巧ず 


洗 


U ス ニングルームの 大ささび表示されます。 

-それまでの設定にかかわらず、「1_」び始めに表示さ 
れます。 


6 MULTI JOG を回してリス 
ニングルームの大きさを選ぶ 

MULTI JOG を回すと 

下図のように大ささび変わります。 



旧 Q 
fawF^ 









U スニンクルームの大きさは、ちの「スピーカー簡単設 
定によるスピーカーの距離と出カレべレの設定」から 
最も近い大ささを割り出して設定します。 

U スニンクルームの大ささを登録すると、スピーカー 
から U スニングポジシヨンまでの距離び自動的に胃受定 
されます。 


/ SET ボタンを f 甲ず 

設定び本体に登録されます。 




スピーカー簡単設定によるスピーカー出カレベルの 
登録内容は、すべてのソース(音源）に対して有効で 
す。ソース(音源）ごとにスピーカー出カレべ>1レを設 
定するときは、手動でおこなってください。（一35、 
45 ぺージ） 


8 SETTING ボタンを巧ず 

設定前のソース(音源)表示に戻ります。 



■スピーカー簡単設定によるスピーカーサイズの設定 


日又化項 d 

スピーカーサイズの 自動設定 

ch 

サブウー八一 
の有無 

フ□ント 
スピーカー 
(左拭 

センター 

スピーカー 

サラウンド 

スピーカー 

(左ち） 

サラウンド 

バック 

スピーカー 

2.0 ch 

N0 

LRG 

NO 

NO 

NO 

2.1ch 

YES 

SML 

NO 

NO 

NO 

3 .日 ch 

N0 

LRG 

SML 

NO 

NO 

3.1ch 

YES 

SML 

SML 

NO 

NO 

4.0 ch 

NO 

LRG 

NO 

SML 

NO 

4.1ch 

YES 

SML 

NO 

SML 

NO 

已 .Och 

N0 

LRG 

SML 

SML 

NO 

己 Ich 

YES 

SML 

SML 

SML 

NO 

目 . Och 

NO 

LRG 

SML 

SML 

SML 

(ISPK) 

目 . Ich 

YES 

SML 

SML 

SML 

SML 

(ISPK) 

7.0ch 

NO 

LRG 

SML 

SML 

SML 

(2SPK) 

7.Ich 

YES 

SML 

SML 

SML 

SML 

(2SPK) 


■スピーカー簡単設定によるスピーカーの距離と出カレベル 
の設定 

- U スニングルームの大きさを 「 S (ル)」に設定したとき 



U スニングポジション 


フ□ントスピーカー ( UR ) 

Od 巳 

センタースピーカー （ c ) 

一 2 d 巳 

サラウンドスピーカー ( LS 、 RS ) 

- 4 服 

サラウンドバックスピーカー ( S 目し S 目 R ) 

- 6 dB 


U スニングルームの大きさを 「 M 仲)」に設定したとき 



U スニングポジション 


フ n ントスピーカー(し R ) 

0 服 

センタースピーカーに） 

- 2 服 

サラウンドスピーカー ( LS 、 RS ) 

- 3 服 

サラウンドバックスピーカー (S 目し S 目 R ) 

- 4 服 


U スニングルームの大きさを 「 L か)」に設定したとき 



LRG : 大、 SML : ル、 YES: あり、 N0 : 無し 


フ□ントスピーカー（し R ) 

0 服 

センタースピーカー （ C ) 

0 服 

サラウンドスピーカー ( LS 、 RS ) 

0 服 

サラウンドバックスピーカー (S 目し S 目 Fi ) 

0 服 


調節•設定ずる 
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スピーカー/映像/音声の詳細な設定をする 


次の項目について設定します。 

• スピーカー簡単設定 (「 QU に K SPK SET 」） (一がぺージ) 
-詳細なスピーカー設定 

• 7.1 チヤンネルサラウンドの設定 (「 EX / ES / PLIIx 」） 

• デュアルモノの設定 (「DUAL MONO 」） 

• ヴブウ ー A — の出力設定 (「SUBWOOFER OUT 」） 


-ク□スオーパ’一周波数の設定 (「 CROSSOVER 」） 

-低音域のレベル設定 (「LFE ATT 」） 

•ミツドナイトモードの設定 (「MIDNIGHT MODE 」） 

-デジタル入力端子のソース(音源)名の割り当て (「 D に ITAL IN 」) 
-映像接続の種類の設定 （「VIDEO IN 」） 


操作の手順 


設定の途中でしばらく何も操作しないでいると、それまでの設定び取り消され、設定前のソース(音源)表示に戻ります。 
その場合は、手順1からやり直してください。 


广〇。1 本体のみ 


SETTING 

SET 

1 1 

1 II 

設定を開始または終 
了します。 

ソ 

選んだ項目や設定内容を 
決定します。 

V_ _ ^ 


(§) 圖 



項目を選択するか、 
設定内容を変更し 
ます。 


SETTING ボタンを巧ず 



2 MULTI JOG を回して設定 
ずる項目を選ぶ 

MULTI JOG を回すと 

下図のように設定項目び変わります。 




QUICK SPK SET 一 SUBWOOFER FRONT SPK 一 

CENTER SPK 一 SURROUND SPK 一 S BACK SPK 
S BACK OUT 一 DIST UNIT 一 FRONT L DIST► 
FRONT R DIST► CENTER DIST► SURRL DIST 特 
SURRR DIST 一 S BACK L DIST► S BACK R DIStW 
EX/ES/PLIIx 一 DUAL MONO ► SUBWOOFER OUT► 
CROSSOVER 一 LFE ATT 一 MIDNIGHT MODE 一 

DIGITAL IN 1 一 DIGITAL IN 2 一 DIGITAL IN 3 一 
DVD VIDEO IN 一 VTR VIDEO IN ► DBS VIDEO IN 一 

(始めに戻る） 


3 SET ボタンを巧ず 

-選^だ項目の現在の設定内容び 
表示されます。 

例： 「 D に ITALIN 1」を選んだ場合 


SET 




4 MULTI JOG を回して 
設定ずる値を選ぶ 




医 VR / DVD ] 一 [DBSI 一 


因巧一回一(始めに戻る) 


-各設定項目についてはそれぞれの説明をご覧くださ 
い 27〜33ぺージ) 


5 

SET ボタンを巧ず 

SET 

1 1 


-他の項目も設定するときは、 1 



手順2〜5をくり返します。 

6 

SETTING ボタンを巧ず 

設定前のソース(音源)表示に戻ります。 

SETTING 
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サラウンドバックスピーカーの出カチヤンネ>1レ数を 
「1 SPKJ に設定しているときは(一20ぺージ )、 「S 
BACK D 旧 T 」 と表示されます。 



































































































































詳細な スピーカー 設定 


QUICKSPKSET ◄- ►SUBWOOFER ◄- ►FRONTSPK ► 
CENTER SPK 一 SURROUND SPK BACK SPK 一 
S BACK OUT 一 DIST UNIT 一 FRONT L DIST 一 
FRONT R DIST► CENTER D に T 一 SURRL DIST 一 
SURRR DIST 特 S BACK L DIST► S BACK R DIST► 
EX/ES/PLIIx 特 DUAL MONO ► SUBWOOFER OUT► 
CROSSOVER 一 LFE ATT 一 MIDNIGHT MODE► 
DIGITAL IN 1► DIGITAL IN 2 一 DIGITAL IN 3 一 
DVD VIDEO IN ◄- ►VCR VIDEO IN ◄- ►DBS VIDEO IN ► 

(始めに戻る） 


接続した各スピーカーについて次の設定をします。 

• サブウー八一の設定 （「 SUBWOOFER 」） 

• スピーカーサイズの設定 （「FRONT SPK」「CENTER 
SPK」「SURROUND SPK」「S BACK SPK 」） 

-サラウンドバックスピーカーの出カチヤンネル数の設定 
(「S BACK OUT 」） 

• スピーカーの距離設定 ([DIST UNITJ [FRONT L DISTJ 
「FRONT R DISTJ 「CENTER DISTJ 「SURR L D 旧 T 」 
rSURR R DISTJ rS BACK L DISTJ [S BACK R 
DISTJ) 

あらかじめスピーカー簡単設定(一 24 ぺージ)をおこなって 
いる場合は、これらの設定は必要ありません。 


ヴブウー A 一の設定 


尼 UBW00FERI 一 FRONT SPK ► CENTER SPK 一 
SURROUND SPK BACK SPK 特 8 BACK OUT 料 
DIST UNIT ► FRONT L D に T 特 FRONT R DIST► 
CENTER DIST ◄- ►SURRL DIST ◄- ►SURRR DIST ► 
S BACK L DIST 一 S BACK R DIST► 


サブウー八一を使用するかどうかを設定します。 



SET 

SET ボタンを押すと設定内容び表示されます。 





|YES 

I 料 

N 0 



YES :ヴブウー八一を使用するとさに選びます。表示窓の 

运 M 表示び点なします。サブウー八一の出カレベル 
び調節できるようになります。 

N 0 :サブウーノ V —を使用しないとさに選びます。 

[お買い上げ時の設定] 


スピーカー サイズの設定 


SUBWOOFER ◄-►IfRONTSPK ► CENTER SPK 
励 RROUND SPK S BACK SPKJ 一 S BACK OUT 林 
DIST UNIT ► FRONT L D に T 特 FRONT R DIST 一 
CENTER DIST 一 SURRL DIST ◄-►SURR R D に T 一 
S BACK L DIST S BACK R DIST 一 


お使いのスピーカー（フ□ントスピーカー、センタースピー 
カー、サラウンドスピーカー、サラウンドバックスピーカー） 
について、使用するかどうか、また使用する場合、スピーカー 
ユニットのサイズを設定します。 

-はじめに、設定するスピーカーを選びます。 


例：センタースピーカーを選んだ場合 



FRONT SPK :フ□ントスピーカーの設定をします。 


CENTER SPK :センタースピーカーの設定をします。 

SURROUND SPK :ヴラウンドスピーカーの設定をします。 

SURR BACK SPK :サラウンド 7 (ックスピーカーの設定をし 
ます。 


-次に、スピーカーのサイズを選びます。 

；1 SET ボタンを巧すと設定内容び表示されます。 

お使いのスピーカーに内蔵されている ユニッ トの□径に合わ 
せてサイズを選びます。 


! ' L !• 





A 


| lrg | 

一 I 

SML | 一 NO ♦♦(始めに戻る） 


ラージ 

LRG 

スピーカーユニットの□径び 12cmLi (上のときに 
選びます。 

[「FRONT SPK 」 のお買い上げ時の設茵 

スモール 

SML 

スピーカーユニットの□径び 12cm 未満のときに 
選びます。 

[「FRONT SPK 」1 U 外のお買い上げ時の設茵 

N 0 

スピーカーを接続していないとさに選びます。 

•「FRONT SPK 」 では選べません 


. サブウ- 

—J V—をに設定しているときは、フ□ントスピーカー 


は 「LRG」 に設定されます。 

• フ□ントスピーカーを rSMU に設定したとさは、その他のスピー 
力一を 「LRG」 に設定することはできません。 

• サラウンドスピーカーを rsMU に i 毀走しているとさは、サラウン 
ドノ（ックスピーカーを rLRGJI こ設定することはできません。 

-サラウンドスピーカーを 「NO」 に i 毀走しているとさは、サラウンド 
バックスピーカーはIこ設定されます。 


調節•設定ずる 
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スピーカー/映像/音声の詳細な設定をずる(つづき) 


詳細なスピーカー設定(つづさ) 


サラウンドバックスピーカーの出力 
チャンネル数の設定 


SUBWOOFER 一 FRONT SPK 一 CENTER SPK 一 
SURROUND SPK 一 S BACKSPK w 尼 BACK OUT 
DIST UNIT 一 FRONT L D に FRONT R DIST ► 
CENTER DIST ◄- ►SURRLDIST ◄- ►SURRRDIST ► 
S BACK L DIST S BACK R DIST 一 


サラウンドバックスピーカーの出カチヤンみレ数を設定します。 




SET ボタンを押すと設定内容び表示されます。 


1 SPK 


2 SPK 


1 SPK : サラウンドバックスピーカーを]本使うときに 
選びます。 

2 SPK : サラウンドバックスピーカーを 2 本使うときに 

選びます。 [お買い上げ時の設定] 




サラウンドス ピーカー またはサラウンドバックス ピーカーを 
「1\10」に設定しているときは一27ぺージ)、この設定をすること 
はでさません。 

サラウンドバックスピーカーの設定を r 1 SPKJ にすると、サラウン 
ドバックスピーカーち • R 端テに接続したスピーカーからは音声び 
出力されません。 


スピーカーの距離設定 


Dolby Digital 、 DTS で効果的な音場を構成するには、 U スニ 
ングポジ ショ ンから各スピーカーまでの距離び同じであるこ 
とび理想的です。 

本機では、 U ス ニン グポジションから各スピーカーまでの距 
離にばらつさびある場合に、各スピーカーと U ス ニン グポジ 
ションの距離を設定することびできます。 

-音の到達時間は、 30 cm の差で約0.001秒変わります。 

-距離設定の単位は、メートル ( meter ) とフィート ( feet ) か 
ら選べます。 

-設定できる距離は、 ro .3 m ( l フィート)」から 「9.0 m (3 日 
フィート)」までで、単位は0.3 m ( l フィート）きざみです。 

• スピーカーサイズ設定を「 N 0」に設定しているスピーカー 
は(一27ページ)、距離の設定をすることびできません。 


例:下図のようにスピーカーを配置したとさは、左ちのフ□ントス 
ピーカーとセンタースピーカーを「3.日 m 」 に、左ものサラウンド 
スピーカーをに .7 m 」 に、左ちのサラウンドバックスピーカーを 
r 2.4 m 」 に設定します。表示窓には次のように表示されます。 


左フ□ントスピーカー 
ちフ□ントスピーカー 
センタースピーカー 
左サラウンドスピーカー 
ちサラウンドスピーカー 
左サラウンドバックスピーカー 
ちサラウンドバックスピーカー 


「FRONT L <3.0 m >」 
「FRONT R く3.0 m >」 
「CENTER く3.0 m >」 
rSURR L く 2.7 m >」 
rSURR R く 2.7 m >」 
rSBACK L <2.4 m >」 
rSBACK R <2.4 m >」 
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距離設定の単位を設定する 


SUBWOOFER 一 FRONT SPK 
SURROUND SPK BACK SPK 


◄- ►CENTERSPK ► 

一 S BACK OUT 一 
[DIST unit I 一 FRONT L DIST 一 FRONT R DIST 一 
CENTER DIST ◄- ►SURRLDIST ◄- ►SURRRDIST ► 

S BACKL DIST 一 S BACK R DIST 林 




SET ボタンを押すと設定内容び表示されま 
す。 


X 


meter 


feet 


meter :設定する距離をメートル単位で表します。 
_[お買い上げ時の設定 1 

feet ：設定する距離をフィート単位で表します。 

* 本書では、距離の単位としてメー トルを使用します。 


リスニングポジションと各スピーカー間の距離を設定する 


SUBWOOFER ► FRONT SPK ► CENTER SPK ► 
SURROUND SPK 一 S BACK SPK 一 S 目 ACK0UT ► 


DIST UNIT 一 Front L d に t 一 front r dist 一 
CENTER DIST ◄- ►SURRLDIST ◄- ►SURRRDIST ► 
S BACKL DIST 一 S BACKR DISTR^ 


各スピーカーの距離を 「0.3 m 」 から「9.日 m 」 の間で設定し 
ます。 [お買い上げ時の設定 :3.0m] 

例:センタースピーカーの距離を設定する場合 




OC I 

甲 


- 1~ SET ボタンを押すと設定内容び表示されま 
1 す。 




X 


臣 .3 m ] 4…* 19.0 m | 


FRONT L DIST 

:左フ□ントスピーカーの距離を設定 
します。 

FRONT R DIST 

:ちフ□ントスピーカーの距離を設定 
し On 9 〇 

CENTER DIST 

:センタースピーカーの距離を旨8!^!しま 
す。 

SURR L DIST 

:左サラウンドスピーカーの距離を設 
定します。 

SURR R DIST 

:ちサラウンドスピーカーの距離を設 
定します。 

S BACK L DIST 

:左ヴラウンドバックスピーカーの距 
離を設定します。 

S BACK R DIST 

:ちヴラウンドバックスピーカーの距 
離を設定します。 

S BACK DIST 

:ヴラウンドバックスピーカーの出力 
チヤンネ j レ数び「1 SPKJ に設定され 
ているとさ、サラウンドバックスピー 
カーの距離を設定します。 




スピーカーサイズ設定を 「 NO 」 に設定しているスピーカーは(- ► 27 
ページ)、距離の設定をすることびでさません。 
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調節•設定ずる 














































































































スピーカー/映像/音声の詳細な設定をずる(つづき) 


7- 1チヤンネルヴラウンドの設定 


デュアルモノの設定 


EX/ES/PLIIx 一 DUAL MONO 林 SUBWOOFER OUT 一 
CROSSOVER ► LFE ATT ► MIDN に HT MODE► 
DIGITAL IN 1 一 DIGITAL IN 2 一 DIGITAL IN 3 林 
DVD VIDEO IN 一 VTR VIDEO IN ► DBS VIDEO IN 


EX/ES/PLIIx 一 DUAL MONO 一 SUBWOOFER OUT► 
CROSSOVER ► LFE ATT ► MIDNIGHT MODE 特 
DIGITAL IN 1 一 DIGITAL IN 2 一 DIGITAL IN 3 一 
DVD VIDEO IN 一 VTR VIDEO IN 一 DBS VIDEO IN 


7.1 チヤンネ j レヴラウンドの動作を設定します。 



SET 

SET ボタンを押すと設定内容び表示されます。 


居 UTO I -► IONI -► [PLEx movie ] -► 
医 Lnx MUS に I ■►区^-►(始めに戻る) 


AUTO 

: Dolby Digital Surround EX 信号または 
DTS - ES 信号び入力されたときのみ、 7. 1 
チヤンネルサラウンドで再生します。4チヤ 
ンネ j レ(上の音声信号び入力されたとさは、 

己.1チヤンネルで再生します。 

[お買い上げ時の設定] 

ON 

:己1チヤンネルまたは6.]チヤンネルの音声 
び入力されたとさ、 7.1 チヤンネルサラウン 
ドで再生します。 

PLIIx MOVIE 

:己1チヤンネルまたは 6.1 チヤンネルのデジ 
タル音声信号に 、 PLIIx MOVE の 7.1 チヤンネル 
サラウンドの効果を加えます。 

PLIIx MUSIC 

:己1チヤンネルまたは 6.1 チヤンネルのデジ 
タル音声信号に 、 PLIIx MUSIC の 7.1 チヤンネル 
サラウンドの効果を加えます。 

OFF 

: 7.1 チヤンネルサラウンドで再生しません。ヴ 
ラウンドバックスピーカーを使わない己.] 
チヤンネルサラウンドまでの再生になります。 

• スピーカーサイズ設:定でサラウンドスピーカーび「 N 0」のと 
きは(一27ぺージ）、この設定をすることはできません。 

-サラウンドを使用しているとさにこの設定を切り換える 
と、サラウンドモードび切り換わることびあります。 

• 設定を 「 AUTO 」 にしている場合でも、ソフトによっては 
Dolby Digital Surround EX 信号の 7.] チヤンネルサラ 
ウンド再生びでさないことがあります。このような場合は 
「 ON 」 に設定してください。 

八’ーチヤルサラウンドバックについて 


サラウンドバックスピーカーのスピーカーサイズ設定を 
「 N 0」に設定している場合でも(一27ぺージ)、サラウンド 
スピーカーを使ってサラウンドバック音声信号を再生でさ 
ます。詳しくは心ページをご覧ください。 


デュアルモノ （Dual Mono ) 信号は、左ちに異なる音声を持つ 
たデジタル2チヤンネ j レ信号です。チヤンネ j レの再生方法を設 
定します。 


L .: ミ…； i … i 

i M n K 

:…； 


SET 

t タンを押すと設定内容び表示されます。 

以^ SETtI 

n M 

m...i n ■:: 

.画;.‘ 

J 



Tv 


向 AIN ] 一居 UBI 一 

区 LL ] ◄"►(始めに戻る) 


MAIN : メインチヤンネル ( chi ) を選びます。デュアルモノ 
信号び入力されると、入力音声信号表示の「1_」び点な 
します。[お買い上げ時の設定1 

SUB :サブチヤンネル(か2)を選びます。デュアルモノ信号 
び入力されると、入力音声信号表示の 「 R 」 び点なしま 
す。 


ALL :両方のチヤンネルを選びます。デュアルモノ信号び入 
力されると、入力音声信号表示の「1_」と 「 R 」 び点巧し 
ます。 


• デュアルモノ音声は通常、左ちフ□ントスピーカー、セン 
ター スピーカーから聞こえます。サラウンドの 「入/切」 に 
よって、聞こえるスピーカーび違います。 


デュアルモノ 
言錠 

サラウンド 

「切」 

サラウンド再生中 

センタース t 

SML/LRG 

f 一力一設定 

N 0 

L 

R 

L 

C 

R 

L 

R 

MAIN 

chi 

chi 

— 

chi 

— 

chi 

chi 

SUB 

ch 2 

ch 2 

— 

ch 2 

— 

ch 2 

ch 2 

ALL 

chi 

ch 2 

- 

chl + ch 2 

- 

chl + ch 2 

chl + ch 2 
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サブウー八一の出力設定 


EX/ES/PLIIx 一 DUAL MONO ► SUBWOOFER OUT 一 
CROSSOVER LFE ATT 特 MIDNIGHT MODE► 
DIGITAL IN 1 一 DIGITAL IN 2 一 DIGITAL IN 3 一 
DVD VIDEO IN VTR VIDEO IN ► DBS VIDEO IN 


サブウー八一から、 LFE(Low Frequency Effect: 低域効果 
音)信号に加えてフ□ントスピーカーの低音域の信号を出力 
するかどうかを設定します。 










SET ボタンを押すと設定内容び表示されます。 


jV 


LFE 


LFE+MAIN 


LFE : LFE 信号と、スピーカーサイズ設定で 「 SMU に 

設定されたスピーカーの低音域の信号を出力 
します。[お買い上げ時の設定] 

LFE+MAIN : 「 LFE 」 を選んだときの機能に加えて、 LFE 信 
号び無いときに、フ□ントスピーカーの低音 
域の信号を出力します。 

-サブウー八一の設定を「 N 0」にしているときは、この設定 
をすることはできません。27ページ） 


ク □ スオ ー J (—周波数の設定 


EX/ES/PLIIx 一 DUAL MONO ► SUBWOOFER OUT 一 
CROSSOVER LFE ATT 特 MIDNIGHT MODE► 
DIGITAL IN 1 一 DIGITAL IN 2 一 DIGITAL IN 3 一 
DVD VIDEO IN VTR VIDEO IN ► DBS VIDEO IN 


ル型のスピーカーでは低音を効果的に再生でさない場合びあ 
ります。本機では、いずれかに小型のスピーカーび使われてい 
るとさ、その低音域の信号を他の大型のスピーカーやサブ 
ウー八一へ自動的に振り分けます。 

この機能を正しく動作させるために、ル型のスピーカーのヴ 
イズに応じて、ク□スオーノ く一周波数を設定します。 








SET ボタンを押すと設定内容び表示されます。 




X 


度 OHz ] ◄■►日 OOHzl ◄■►丘 20 Hzl >^ 

じ 50 Hzl 一 [^ OOHzl ♦►(始めに戻る) 


ク□スオーノ く一周波数を大きく設定すると、スピーカーの □ 
径び小さい場合でち、低音域の信号は損なわれにくくなりま 
す。下記の表を参考に設定してください。 


80 Hz 

:スピーカーの□径び] (上のとき選びます。 

100 Hz 

:スピーカーの□径び]日 cm 程度のとさ選びます。 

[お買い上げ時の設定] 

120 Hz 

:スピーカーの□径び 8cm 程度のとさ選びます。 

1己 OHz 

:スピーカーの□径び 6cm 程度のとさ選びます。 

200 Hz 

:スピーカーの□径び己 cm 程度のとさ選びます。 


スピーカーサイズ設定(一27ページ)で、すべてのスピー 
力一を 「 LRG 」 に設定しているときは、表示窓に 「CROSS 
OFF 」 と表示され、この機能は働きません。 

へッドホンを使用しているときは、この機能は働きません。 


調節•設定ずる 
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スピーカー/映像/音声の詳細な設定をずる(つづき) 


イ氏音域のレベル設定 ■ミツドナイトモードの設定 


EX/ES/PLIIx 一 DUAL MONO 林 SUBWOOFER OUT 一 
CROSSOVER ► LFE ATT ► MIDNIGHT MODE► 
DIGITAL IN 1 一 DIGITAL IN 2 一 DIGITAL IN 3 林 
DVD VIDEO IN 一 VTR VIDEO IN ► DBS VIDEO IN 


EX/ES/PLIIx 一 DUAL MONO 一 SUBWOOFER OUT► 
CROSSOVER ► LFE ATT ► MIDNIGHT MODE 特 
DIGITAL IN 1 一 DIGITAL IN 2 一 DIGITAL IN 3 一 
DVD VIDEO IN 一 VTR VIDEO IN 一 DBS VIDEO IN 


Dolby Digital 、 DTS 音声の再生中に、低音びひずむとき設定 
します。 

-この機能はサブウー八一の設定で 「 YES 」 を設定し(- ► 27 
ぺージ)丄 FE 信号び入力されているときに働きます。 


ダイナミックレンジ爆大音声と最小音声の差)を S 段階に調 
節することびでさます。音量びルさいとさでちバランスよく 
音声を楽しめます。 

-再生するソース(音源)によって、効果の大きさは異なります。 


SET 

SET ボタンを押すと設定内容び表示されます。 


JV 


[ odB ] ◄- ►[-lOdBI 


SET ボタンを押すと設定内容び表示されます。 

\ MIDNIGHT 表示 



OdB _ :通常はこちらを選びます。 j お買い上げ時の設定1 

-lOdB :低音域びひずむときに選びます。 


OFF ： ダイナミックレンジはそのままで、音声を楽しみたい 
ときに選びます。[お買い上げ時の設定 1 

1:ダイナミックレンジを少し抑えたいとさに選びます。 


2 :ダイナミックレンジを十分に抑えたいときに選びます。 

(夜間など周囲に迷惑をかけたくないとさに選びます） 


-ミッドナイトモードを使用しているとさ、表示窓の 
M I DN I GHT 表示び点巧します。 

- U モコンの ミッドナイト ボタンを押して設定することもで 
きます。（一47ページ） 

-設定された内容はソース(音源）ごとに記憶されます。 
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デジタル入力端子のソース(音源)名 
の割0当て 


EX/ES/PLIIx 一 DUAL MONO 一 SUBWOOFER OUT 一 
CROSSOVER ► LFE ATT ► MIDN に HT MODE► 
DIGITAL IN 1 一 DIGITAL IN 2 一 DIGITAL IN 3 一 
DVD VIDEO IN VTR VIDEO IN ► DBS VIDEO IN 


3 つのデジタル入力端子 (D に tAL IN] 〜 3) のソース(音源） 
名を、接続した機器にあわせて設定します。 

例： r □に ITALIN 1」を設定する場合 




SET ボタンを押すと設定内容び表示されます。 


IDVR/DVD 

一 DBS 一 

|vtr | 特 

W ♦♦( 始めに戻る） 


DVR/DVD 

: DVD レコーダー/プレーヤーを接続したとさ 
に選びます。 

[DIGITAL IN ] のお買い上げ時の設定] 

DBS 

:地上デジタル/目 S/CS チューナーを接続したと 
さに選びます。 

[D に JAL IN 2 のお買い上げ時の設定] 

VTR :ビデオデッキを接続したときに選びます。 

[DIGtAL IN 3 のお買い上げ時の設定] 

TV 

:テレビを接続したとさに選びます。 


お知!5せ 


「 D に ITAL IN 1」に設定したソース(音源)名を 「 D に ITAL IN 2」およ 
び 「 D に ITAL IN 3」で設定することはできません。また 、 [DIGITAL 
IN 1」および 「 D に ITAL IN 2」に設定したソース(音源)名を 
「 D に ITAL IN 3」で設定することはできません。 


映像接続の種類の設定 


EX/ES/PLIIx 一 DUAL MONO ► SUBWOOFER OUT 一 
CROSSOVER LFE ATT 特 MIDNIGHT MODE► 
DIGITAL IN 1 一 DIGITAL IN 2 一 DIGITAL IN 3 一 
DVD VIDEO IN 一 VTR VIDEO IN 一 DBS VIDEO IN 


DVD レコーダー/プレーヤー、ビデオデッキ、地上デジタル/ 
巳 S/CS チューナーの映像接続の種類を設定します。 

例: DVD レコーダー/プレーヤーの映像接続の種類を設定する場合 




SET ボタンを押すと設定内容び表示されます。 


JV 


[ cmpnt ] 一 [ s / C ] 


DVD レコータ ー/プレーヤーを接続するとさ 


DVD く S / C > 

: DVD レコーダー/プレーヤーを S 映像端子 
または映像端子（コンポジット端テ）に接 
続したとさに選びます。 

DVD く CMPNT > : DVD レコーダー/プレーヤーを D4 映像端 
子に接続したとさに選びます。 

[お買い上げ時の設定] 

-ビデオデッキを接続するとさ 

VTR < S / C > 

:ビデオデッキを S 映像端子または映像端 
子（コンポジット端子）に接続したとさに 
選びます。 

VTR < CMPNT > 

:ビデオデッキを D4 映像端子に接続したと 
きに選びます。 [お買い上げ時の設定] 

-地上デジタル/ BS/CS チューナーを接続するとき 

DBS < S / C > 

:地上デジタル/目 S/CS チューナーを S 映像 
端テまたは映像端子(コンポジット端子） 
に接続したとさに選びます。 

[お買い上げ時の設定] 

DBS く CMPNT > :地上デジタル/ BS/CS チューナーを D4 映 
像端子に接続したとさに選びます。 


ビデオデッキと地上デジタル/ BS / CS チューナーを同時に 
に1\/1ド1\1了」に設定することはできません 。 rVTR VIDEO 
IN 」 と 「DBS VIDEO IN 」 のどち 5 かで rCMPNT 」 を選ぶ 
と、もう一方は rs / c 」 に設定されます。 


調節•設定ずる 
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音量/音質の調節をする 


次の項目について設定します。 

-スピーカー出カレベルの 調節 (rSUBWFR LVLJ[FRONT 
L LVU「FRONT R LVL」「CENTER LVL」|"SURR L 
LVUr SURRR LVU に BACK LVU に BACK L LVU 
「S BACK R LVU) 

-イコライザーの調節 (「 DEQ 」） 

-低音の強調（旧 ASS BOOST 」） 

-インプットアッテネーター （「INPUT ATT 」） 

-エフェクトの調節 (「 EFFECT 」） 


-反射音の遅延調節 (「ROOM SIZE 」） 

-反射音の減衰調節 ( ruVENESS 」） 

-パノラマ機能 （「 PAN 日 RAMA 」） 

. センターチヤンネルの広がり調節 (「CENTER WIDTH 」) 
. 音芦の定位調節 (「 DIMENSION 」） 

. センターチヤンネルの定位調節 （「CENTER GAIN 」） 

. センター I ンの調節 （「CENTER TONE 」） 

. センターチヤンネルの定位補正 （「CENTER ALIGN 」） 


操作の手順 


設定の途中でしばらく何も操作しないでいると、設定前のソース信源)表示に戻ります。 
途中で設定操作びできなくなったときは、手順1からやり直してください。 


rQQj 本体のみ 



2 MULTI JOG を回して設定 
ずる項目を選ぶ 

MULTI JOG を回すと 

下図のように設定項目び変わります。 




SUBWFR LVL 一 FRONT L LVL 一 FRONT R LVL 一 
CENTER LVL 一 SURRLLVL 一 SURRRLVL 林 
S BACK L LVL ► S BACKR LVL*► D EQ 63Hz 一 
DEQ 250Hz ◄- ►DEQIkHz ◄- ►DEQ4kHz ► 

DEQ 16kHz 一 BASS BOOST 一 INPUT ATT 一 

EFFECT 一 ROOM SIZE 一 LIVENESS 一 

PANORAMA ► CENTERWIDTH► DIMENSION ► 

CENTER GAIN 一 CENTER TONE 一 CENTER ALIGN 一 

(始めに戻る） 

サラウンドバックスピーカーの出カチヤンネル数を 
「1 SPKJ に設定しているときは(一2公ぺージ)、 


「S BACK LVU と表示されます。 


3 SET ボタンを巧ず 

-選んだ項目の現在の設定内容び 
表示されます。 

例 ： 「BASS BOOST 」 を選んだ場合 


SET 



□□DIGITAL 


の回の 
I S.WFR1 LFE 

回 画 




4 MULTI JOG を回して設定 
ずる値を選ぶ 



DIGITAL AUTO 圧)回面 



^ ff | ◄- ►[ on ] 


-各設定項目についてはそれぞれの説明をご覧くださ 



い。 35〜38ぺージ) 


5 

SET ボタンを f 甲ず 了 

-他の項目も設定するときは、 

手順2〜5をくり返します。 


6 

ADJUST ボタンを巧ず 

ADJUST 

11 II 


設定前のソース(音源)表示に戻ります。 













































































































スピーカー出カレベルの調節 


イコライザーの調節 


SUBWFR LVL ► FRONT L LVL 特 FRONT R LVL 林 
CENTER LVL 一 SURRLLVL ◄- ►SURRRLVL ► 
S BACK L LVL 一 S BACK R LVL► D EQ 63Hz 一 


-あらかじめスピーカー簡単設定(- ► 24 ページ)をおこなって 
いる場合は、この設定は必要ありません。 

接続した各スピーカーの出カレベルを調節します。 

例 ： 「SUBWFR LVL 」 を設定する場合 




SET ボタンを押すと設定内容び表示されます。 


打 10] * を 10] 


SUBWFR LVL 

:サブウー八一の出カレベルを調節します。 

FRONT L LVL 

:左フ□ントスピーカーの出カレベルを調 
節します。 

FRONT R LVL 

:ちフ□ントスピーカーの出カレベルを調 
節します。 

CENTER LVL 

:センタースピーカーの出カレベルを調節 
し On 9 〇 

SURR L LVL 

:左サラウンドスピーカーの出カレベルを 
調節します。 

SURR R LVL 

:ちサラウンドスピーカーの出カレベルを 
調節します。 

S BACK L LVL 

:左サラウンドバックスピーカーの出カレ 
ベルを調節します。 

S BACK R LVL 

:ちヴラウンドバックスピーカーの出カレ 
ベルを調節します。 

SBACKLVL 

:サラウンドバックスピーカーの出カチヤ 
ンネル数を「1 SPK 」 に設定していると 
さ、サラウンドバックスピーカーの出力 
レベルを調節します。 

[お買い上げ時の設定：日 (d 巳)] 


r- 10 」から「+ 10 」の範囲で] d 巳単位で調節でさます。 

U スニングポジションで各スピーカーの音を聞さなびら、 
どのスピーカーからも同じ程度の音量で聞こえるように調 
節します。テスト I -ーンを聞きなびら、 U モコンで調節する 
こともできます。（一45ページ） 

スピーカーサイズ設定で「 N 0」に設定しているスピーカー 
は、調節できません。27ぺージ） 

へッドホンを使用しているときは、左ちフ□ントスピー 
カーのみを調節でさます。 

設定された内容はソース(音源）ごとに記憶されます。 


S BACK L LVL S BACKR LVL► D EQ 63Hz 料 
DEQ 250Hz ◄- ►DEQIkHz D EQ 4kHz 一 
D EQ 16kHz 一 BASS BOOST ► INPUT ATT 一 


中必となる周波数帯域のレベルを調節し、お好みの音質でお 
楽しみいただけます。 

• 調節できる周波数: 63 Hz 、 S 5 日 Hz 、] kHz 、4 kHz 、 1目 kHz 
例： 「 D に ITAL EQ 63 Hz 」 を設定する場合 




T SET ボタンを押すと設定内容び表示されます。 

DIGITAL EQ 表示 


± 


I DIGITAL EqJ 


A. 


W ♦■■■■► I + 8 ] 


[お買い上げ時の設定： 0 ] 

「一 8」から「+8」の範囲で 2 dB 単位で調節でさます。 

いずれかの周波数特性を 「0」 iU 外の値に調節すると、表示 
窓の DIGITAL EQ 表示び点巧します。 

設定された内容はソース(音源）ごとに記憶されます。 

U モコンの D.EQ 周波数ボタンを押して調節することもで 
きます。（一46ぺージ） 


調節•設定ずる 
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音量/音質の調節をする(つづき) 


低音の強調(バスブースト） ■ エフェクトの調節 


S BACK L LVL S BACK R LVL ► D EQ 63Hz ► 
DEQ 250Hz ◄- ►DEQIkHz ◄- ►DEQ4kHz ► 
DEQ 16kHz 一 BASS BOOST INPUT ATT 一 


EFFECT 一 ROOM SIZE 一 LIVENESS 特 
PANORAMA ► CENTER WIDTH► DIMENSION ► 
CENTER GAIN 一 CENTER TONE 一 CENTER ALIGN► 


フ□ントスピーカーの低音を強調することびできます。 



SET ボタンを巧ずと設定内容び表示されまず。 

B.BOOST 表示 



X 


区 ) ff|^"^[on] 


OFF :ソース(音源)本来の低音を再生します。 

[お買い上げ時の設定] 


ON :低音を増強します。表示窓の B.BOOST 表示び点灯し 
ます。 


-設定された内容はソース(音源）ごとに記憶されます。 

• U モコンのバスブーストボタンを押して設定することもで 
きます。（一46ぺージ） 


DAP モード ( HALU /2 丄 IVE CLUB、DANCE CLUB 、 PAVILION 、 
THEATER 1/2 )、MONO FILM (一 47 ぺージ)の動作中に、その効 
果の度合い(エフェクトレベル)を調節することびできます。 




SET 

SET ボタンを押すと設定内容び表示されます。 



广 


■S 


1 

♦■今 

y 



[お買い上げ時の設定： 3] 

• 「1」から「日」の範囲で1単位で調節でさます。 

-数字び大きくなると効果は大きくなります。 

-設定された内容はそれぞれのモードごとに記憶されます。 

- U モコンのエフェクトボタンを押して調節することもでき 
ます。 ► 46ぺージ） 


反射音の遅延調節 


インプツトアツテネーター 


S BACK L LVL S BACK R LVL► D EQ 63Hz 料 
DEQ 250Hz ◄- ►DEQ 1kHz 一 DEQ 4kHz 一 
D EQ 16kHz 一 BASS BOOST ◄- ►INPUT ATT ► 


アナ□グ入力時にソース(音源)の信号び大さく、音びひずん 
でしまうとさに使います。 



SET ボタンを巧ずと設定内容び表示されまず。 

INPUT ATT 表示 



7V 



NORMAL :通常はこの状態で使用します。アナ□グ入力信 
号を調節しません。「お買い上げ時の設定1 

ON :入力信号を調節して音のひずみを軽減します。 

表示窓の INPUT ATT 表示び点灯します。 


-設定された内容はソース信源）ごとに記憶されます。 


EFFECT 一 ROOM SIZE 一 LIVENESS 一 

PANORAMA ► CENTERWIDTH► DIMENSION ► 
CENTER GAIN 一 CENTER TONE 一 CENTER ALIGN► 


DAP モー ド （HALL ] /2 、 LIVE CLUB . DANCE CLUB 、 
PAVILION.THEATER 1 /2)、 M 日 N 日円 LM (一がページ)の 
動作中に、仮想空間の大きさを調節することびできます。 





SET 

SET ボタンを押すと設定内容び表示されます。 



7V 


15 


[お買い上げ時の設定： 3] 

• 「1」から「日」の範囲で1単位で調節でさます。 

-数字び大さくなると反射音の到達時間び遅くなり、より大さ 
な空間での音響効果を演出します。 

• ヴっウンドスピーカーのスピーカーサイズ設定を「 N 0」に設 
定しているときは、調節できません。（一27ページ） 

-設定された内容はそれぞれのモードごとに記憶されます。 
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反射音の減衰調節 


センターチヤンネルの広びり調節 


EFFECT 料 ROOM SIZE 抑 LIVENESS 料 
PANORAMA ► CENTER WIDTH► DIMENSION ► 
CENTER GAIN 一 CENTER TONE► CENTER ALIGN 一 


DAP モード (HALL ] /2 、 LIVE CLUB、DANCE CLUB 、 
PAVILI 日 N 、 THEATER ]/ S)、MCDNCD 円 LM (■►が ぺージ)の 
動作中に、仮想空間の反響率を調節することびでさます。 




SET ボタンを押すと設定内容び表示されます。 


の*••■►回 

[お買い上げ時の設定： 3] 

「1」から「5」の範囲で 1 単位で調節でさます。 

数字び大さくなると反射音の減衰び抑えられ、より響さの大 
さな音響効果を演出します。 

ヴっウンドスピーカーのスピーカーサイズ設定を「 N 0」に設 
定しているときは、調節できません。（一27ページ） 
設定された内容はそれぞれのモードごとに記憶されます。 


パノラマ機能 


EFFECT 一 ROOM SIZE 一 LIVENESS 一 
PANORAMA ► CENTER WIDTH► DIMENSION ► 
CENTER GAIN ► CENTER TONE► CENTER ALIGN► 


2 チヤンネルの音声を PLIIx Music または PLII Music (一 40 
ページ)を動作させて再生しているとさに、音声び回り込んで 
くるような効果を調節することびでさます。 




■■ 


■■■； !-! i 





SET ボタンを押すと設定内容び表示されます。 


A. 


OFF 


ON 


OFF :通常の音声で再生します。 


[お買い上げ時の設定] 


ON :音声び回り込んでくるような効果を強調します。 
-設定された内容は次に変更するまで記憶されます。 


EFFECT 料 ROOM SIZE 特 LIVENESS 料 
PANORAMA 一 CENTER WIDTHS DIMENSK)N 一 
CENTER GAIN ► CENTER TONE► CENTER ALIGN 一 


2 チヤンネルの音声を PLIIx Music または PLII MusicK 40 
ページ）を動作させて再生しているとさに、センタースピー 
カー音声の広がりの度合いを調節することびでさます。 




SET ボタンを押すと設定内容び表示されます。 



[お買い上げ時の設定： 3] 

「1」から「7」の範囲で 1 単位で調節でさます。 

「 OFF 」 または数字び小さいほど、中央にまとまって聞こえます。 
センタースピーカーのスピーカーサイズ設定を「 N 0」に設定 
しているときは、調節できません。 ► 27ページ） 

設定された内容は次に変更するまで記憶されます。 


音声の定位調節 


EFFECT 一 ROOM SIZE ► LIVENESS 一 
PANORAMA ► CENTER WIDTH► DIMENSION ► 
CENTER GAIN ► CENTER TONE► CENTER ALIGN 一 


S チヤンネルの音声を PLIIx Music または PLII Music (一 40 
ページ)を動作させて再生しているときに、音声の定位を前後 
に調節することびでさます。 




SET ボタンを押すと設定内容び表示されます。 


て 


[お買い上げ時の設定: 4] 
「1」から「7」の範囲で 1 単位で調節でさます。 

数字び大きくなると、より前方に定位します。 

設定された内容は次に変更するまで記憶されます。 


調節•設定ずる 
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音量/音質の調節をする(つづき) 


ンネルの定位調節 


センターチヤンネルの定位補正 


EFFECT 一 ROOM SIZE 一 LIVENESS 一 
PANORAMA ► CENTER WIDTH► DIMENSION ► 
CENTER GAIN 一 CENTER TONE► CENTER ALIGN 一 


EFFECT 一 ROOM SIZE 一 LIVENESS 特 
PANORAMA 一 CENTER WIDTHS DIMENSOM 一 
CENTER GAIN 一 CENTER TONE 一 CENTER ALIGN► 


DTS Neo :6 Music (一 40 ぺージ)の動作中に、センタース 
ピーカー音声の定位を調節することびでさます。 



SET 

SET ボタンを押すと設定内容び表示されます。 



Tv 


I0I4""M1.0I 

[お買い上げ時の設定： 0.3] 
-「0」から「1.0」の範囲で日.1単位で調節でさます。 

-数値び大さくなると、センタースピーカーの音びより中央 
にまとまって聞こえます。 

-センタースピーカーのスピーカーサイズ 設定を「 N 0」に設 
定しているときは、調節できません。（一27ページ） 

-設定された内容は次に変更するまで記憶されます。 


センタートーンの調節 


EFFECT 一 ROOM SIZE 一 LIVENESS 一 
PANORAMA 一 CENTER WIDTHS DIMENSK)N 一 
CENTER GAIN 一 CENTER TONE 一 CENTER ALIGN 一 


PLIIx Music、PLII Music . DTS Neo :6 Music . ALL CH 
STEREO . MONO 円 LMli (外のサラウンドモードおよび 
DSP モード(一 40、4 y ぺージ)の動作中に、センターチヤン 
ネルの上下の定位を補正することびでさます。 



... 

: !"• 

1 ミ 

… ミ； ； 

1 III ■■ 



SET 




1 SET ボタンを押すと設定内容び表示されます。 


:…1 ミ… 



L 


-■ ■■■ 



A 




OFF 


ON 



y 


OFF ： 通常はこの状態で使用します。_[お買い上げ時の設定 1 

ON :センターチャンネル音声の上下の定位を補正するとき 
に選びます。 


-センタースピーカーのスピーカー サイズ設定を「 N 0」に設 
定しているときは、調節できません。（一27ページ） 

• 設定された内容は、サラウンドモードではすべてのモード 
で共通に、 DSP モードではそれぞれのモードごとに記憶さ 
れます。 


サラウンドモードおよび DSP モード(一 40.41 ぺージ)の動作 
中に、センタースピーカーの音質を調節することびできます。 



SET 

SET ボタンを押すと設定内容び表示されます。 


JV 



[お買い上げ時の設定： 3] 
• 「1」から「5」の範囲で I 単位で調節でさます。 

-数字び大きくなるとセンタースピーカーの音びよりはつき 
り聞こえます。 

• センタースピーカーのスピーカーサイズ設定を「 N 0」に設 
定しているときは、調節できません。（一27ページ） 

-センター I -ーンび 「3」 IU 外のときに表示窓の C . T 0 NE 表示 
び点灯します。 

• 設定された内容は、サラウンドモードではすべてのモード 
で共通に、 DSP モードではそれぞれのモードごとに記憶さ 
れます。 

- U モコンのセンタートーンボタンを押して調節することち 
できます。（碎47ぺージ） 












































































































サラウンドを使う 


サラウンドとは 


映画館は、計算された効果音で臨場感を再現するために、壁に多くのスピーカーを配置し、あらゆる方向から音声び聞こえてくるよ 
うに設計されています。（図 A ) このような音声の効果をサラウンドと呼びます。 

映画館では、客席を包みこむように多くのスピーカーを配置することによって、音の定位感と躍動感を飛躍的に高めています。 

本機は、 7 つのスピーカーとサブウーノ V- を使うことで、映画館そのままの臨場感をご家庭で再現することを可能にしました。 個 B) 



サラウンドをお使いになるときは、じ(下の項目をあらかじめ正しく設定しておいてください。 

-サブウー八一の設定(一27ぺージ）-スピーカーサイズの設定(一27ぺージ）-スピーカーの距離設定(一 28ぺージ) 


3 D PHONIC について 

本機では、フ□ントスピーカーじ(外のスピーカー設置数び少ないときでち、設置数に合わせたサラウンドをお楽しみいただけま 
す。本機内蔵の 3 D PrtjN に回路び、フ□ントスピーカーだけの構成でわサラウンドに近い効果をつくりだします。 

• 才ールチヤンネルステレオ(- ► 47ぺージ)のときは、 3D PHON に回路は働きません。 

3D PHON に回路は次の場合に働きます。 

• ヴラウンドスピーカーのスピーカーサイズ設定を「 N 0」に設定している場合 

• フ□ントスピーカーじ(外のスピーカーサイズ設定を「 N 0」に設定しているときに、 Dolby Digital 、 DTS 、 MPEG-2 AAC 信 
号向けのサラウンドモードを選んだ場合 
3D PH0N に回路の動作中は、表示窓の 3 D - PH 0 MC 表示び点灯します。 


2 

0 

ン 


音声信号の種類 


本機では、次の入力信号に巧してサラウンドを使うことびできます。 

•アナログ音声信号 (本機とアナ□グ接続したソース(音源)機器からの信号です。） 

• デジタル音声フォーマット (本機とデジタル接続したソース(音源)機器からの信号です。） 

• リニア PCM : DVD、CD などで使われている 2 ch 音声信号です。表示窓の LINEAR PCM 表示び点なします。 

• Dolby Di 呂 ital ソフト：表示窓の [XIdigital 表示び点灯します。 

Dolby Digital :最も普及したマルチチヤンネル信号のひとつで、1 ch から己.1かまで対応します。 

Dolby Digital Surround EX :己. 1 ch にサラウンドバックチヤンネルを加えた 6.1 ch の信号です。 

• DTS ソフト ：表示窓の化》表示び点なします。 

DTS : DVD 、 CD、LD など多様なメディアで使用されているマルチチヤンネル信号です。1じりから 

己. Ich まで対応します。 

DTS 96/24 :ヴンプ U ングレート 96 kHz / 量子化ビット数 24 bit の高音質音声信号です。表示窓の96/24 

表示び点なします。 

DTS-ES Matrix/Discrete :己.1 ch にサラウンドバックチヤンネルを加えた 6. 1 ch の信号です。マトリクス処理をした 

Matrix 信号と、マト U クス処理なしの Discrete 信号びあります。 

• MPEG -2 AAC :地上デジタルテレビ放送や目 S デジタル放送で使われている己. Ich までの音声信号です。表示窓の MPEG - 

2 AAC 表示び点なします。 

Dual Mono 信号について 

左ちに異なる音声を持った 2 ch 信号です。この信号を再生すると、表示窓の DUAL MONO 表示び点巧します。 
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サラウンドを使う（つづき) 


ヴラウンドモード 


「」内は、本体表示窓に表示されるモード名です。 

I Dolby Digital * i ソフト向けのサラウンドモード 

• Dolby Digital EX 

「DOLBY D EX」 : Dolby Digital Surround EX 信号ま 
たは 4 chiU 上の Dolby Digital 信号 
向けのモードです。 6. 1 ch サラウン 
ド再生び可能です。 

• Dolby Digital 

「DOLBY DIGITAL」 ： Dolby Di 呂 ital 信号向けのモード 

です。己.1 ch サラウンド再生び可能で 
す。 

• Dolby Pro Logic I lx Movie/Dolby Pro Logic I lx Music/ 

Dolby Pro Logic I lx Game 

rPLIIx MOVIE/PLIIx MUSIC/PLIIx GAME」 

:映画ソフトや音楽ソフト、ゲームソフト 
に適した 2 ch 音声信号向けのモードで 
す。 7. 1 ch サラウンド再生び可能です。 
表 TJX 窓の □□ PL Hx 表のび点灯し ます 0 

• Dolby Pro Logic II Movie/Dolby Pro Logic II Music/ 

Dolby Pro Logic II Game 

rPLII MOVIE/PLII MUSIC/PLII GAME」 

:映画ソフトや音楽ソフト、ゲームソフ 
卜に適した 2 ch 音声信号向けのモード 
です。己.1 ch サラウンド再生び可能で 
す。表 TJX 窓の □□ PL E 表 TJX び点; J ( J します 0 


ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づさ製造されています。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Lo 呂 ic 及びダブル D 記号はドルビーラボラト 
U —ズの商標です。 

*2 DTS 、 DTS - ES 、 Neo :6 、DTS 96/24および DTS Di 呂 ital 
Surround は、デジタル•シアター•システムズ社の商標です。 

が米国パテントナンバー 


己，848,3 9] 

已，2911己已7 

己|4已1，9已4 

已400 433 

己,222，189 

己，3已7|已94 

己7已2 22己 

己，394,473 

已1 已83,962 

己274,740 

己，633,9召] 

已297 236 

4,9] 4,7 0] 

5,235,671 

07/640,已已〇 

己，己79,430 

08/巨78,巨6巨 

98/03037 

97/0287己 

97/02874 

98/03036 

己,227,788 

已 |28己，498 

己，481，目] 4 

已1已92,已84 

己781，888 

08/039,47召 

08/211，已47 

己,703,999 

0召/己已7,046 

08/894,844 

己，299,238 

己,299,239 

己299,240 

己，19710呂7 

己，490，170 

己,264,846 

己268,68已 

己，37己，189 

己，已81，6已4 

已1已48,已74 

己717,82] 




• DTS *2 ソフト向けのサラウンドモード 

• DTS-ES Discrete 

rOTS-ES DSCRTJ : DTS-ES Discrete 信号向けのモード 
です。 6. 1 ch サラウンド再生び可能で 
す。 

• DTS-ES Matrix 

「DTS-ES MATRIX」 ： DTS-ES Matrix 信号向けのモードで 
す。 6. 1かサラウンド再生び巧能です。 

• DTS Surround 
「DTS SURROUND」 

: Sch じ(外の DTS ソフト向けのモード 
です。己.1 ch サラウンド再生び可能で 
す。 

• DTS Neo: 目 Cinema/Music 


rNE0:6 CINEMA/NE0:6 MUSK」 

:映画ソフトや音楽ソフトに適した 2 ch 
音声信号向けのモードです。 6. 1 ch サラ 
ウンド再生び巧能です。 

表示窓の NEO 怎表示び点灯します。 


• MPEG -2 AAC *3 向けのサラウンドモード 

• AAC 

「AAC SURROUND」 

: AAC 信号(地上デジタルテレビ放送や 
BS デジタル放送など)向けのモードで 
す。己.1 ch サラウンド再生び巧能です。 

表示窓の MPEG-2 AAC 表示び点巧 

します。 

-サラウンドモードの選びかたは42ページ、選べるサラウン 
ドモードについては43ページをご覧ください。 
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DS 巧ード 


本機搭載の DSP (デジタルシグナルプ□セッヴー） により、次の 
モードをお楽しみいただけます。 

• DAP (デジタルアコースティックプ□セッサー)モード 

コンヴートホー;!レやライブノ V ウスなどで聞く音は、音源から直接 
耳に届く音 (直接音) と天井や壁などに反射してから耳に届く音 
(初期反射音) 、そして、何回も反射を繰り返してから耳に届く音 
(残響音) によって構成されています。これらの反射音/残響音は、 
U スナーと天井、壁の距離によって様々な遅延時間をもった音と 
なり、コンヴートなどでは、直接音とこれらの反射音/残響音に 
よって、音場び作り出されています。 

本機に搭載されている DAP モードは、これらの反射音や残響音 
をデジタル信号処理により創り出し、コンヴートホールやライブ 
八ウスなどの臨場感を再現します。 

表示窓の DSP 表示び点灯します。 

- DAP モードをお楽しみいただくには、フ□ントスピーカーの 
他にサラウンドスピーカーを接続、設定する必要びあります。 

- DAP モードび動作中は、音響効果の度合い(エフェクトレべ 
ル)、反射音の遅延時間、反射音の減衰レべ j レび調節でさま 
す。（崎 36、37、46 ぺージ） 



• Mono Film 

アナ□ス Dual Mono 、2 ch デジタル信号向けのモードです。左 
ちの音声を選択して聞くことびでさます。 

表示窓の DSP 表示び点なします。 

• 才ールチヤンネルステレオ (ALL CH STEREO ) 

接続、設定されたすベてのスピーカーを使って、より広い範囲で 
ステレオ音声をお楽しみいただけます。センタースピーカーまた 
はサラウンドバックスピーカーび使えるときは、左ちフ□ントス 
ピーカーの音声をダウンミックスして、モノラル音声にします。 
表示窓の DSP 表示び点なします。 

• オールチヤンネルステレオはアナ□グ 2 ch 信号や 2 ch の U 
ニア PCM デジタル音声信号を再生するとさに使うと効果的 
です。 

-オールチヤンネルステレオをお楽しみいただくには、フ□ン 
トスピーカーの他にヴラウンドスピーカーを接続、設定する 
必要びあります。 


2 

0 

ン 


本機では次の DAP モードをお楽しみいただけます。 


ホール 

• HALL 1/2 


• LIVE CLUB 

• DANCE CLUB : 

• P ぶ i 甘ン ON 


シアター 

• THEATER 1/2 : 


クラシック音楽用コンヴートホール 
の音響効果を再現します。ホー j レの形 
状による音質の違いで「1」と「2」びあ 
ります。 

小規模のコンヴート会場の音響効果 
を再現します。 

天井の低いダンス会場の音響効果を 
再現します。 

ノ くビ U オンなど広い空間の音響効果 
を再現します。 

映画館の音響効果を再現します。映画 
館の大ささによる音質の違いで「1」と 
「2」びあります。 2 ch 音声で選んだと 
きは 、 Dolby Pro Logic II び動作し、表 
示窓の □□ PLn 表示び点巧します。 
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サラウンドを使う（つづき) 


ヴラウンドモード、 DSP モードの使いかた 


接続しているスピーカーの数や入力音声信号、スピーカー設定によって選べるサラウンドモード、 DSP モードは異なります。 

-サラウンドをお楽しみいただくには、フ□ントスピーカーの他にサラウンドスピーカーを接続し、適切に設定する必要びあります。 
-マルチチャンネル (3 chli (上)の音声信号については、スピーカーの配置数 (3 chii (上)に関係なく選べます。 

-お買い上げ時の設定は 「AUTO SURROUND 」 です。詳しくは下記の「オートサラウンドについて」をご覧ください。 

-サラウンドモード、 DSP モードを選んだあとの音量/音質の調節については、45〜47ページをご覧ください。 

-設定された内割ま、ソース信源）ごとに記憶されます。 


サラウンドモード、 DSP モードを選ぶ 

fc リモコンか5 


m 日 R 

A/V コントレアンプ 

iMOTE CONTROL RM-SAXD31 1 


〇 




UV け / UVU VI け UBS IV 

0000 

USB マ^サラウンド A テレビ/ビデオ 


I チヤンネ J レアンブ主音置 



サラウンド▲/▼ボタンを 
くり返し巧して、サラウンド 
モード、 DSP モードを選ぶ 

ボタンを押すごとにサラウンドモード、 

DSP モードび次のように切り換わります。 

AUTO SURROUND 

t 

選択できるサラウンドモード(■►が、心 ぺージ） 

t 

選択できる DSP モード (一 41、44ぺージ) 

X 

SURROUND OFF 

X 

始めに戻る 


=〇〇 


本体から 




3 

sector 

^—1 ロロ ロロ ロ コ _ U 


© 圖 




SURROUND ボタンを押ず 

MULTI JOG びサラウンドモード、 DSP 
モード設定用に働くようになります。 



2 


MULTI JOG を回してヴラウ 
ンドモード、 DSP モードを選ぶ 

MULTI JOG を回すごとにサラウンド 
モード、 DSP モードび次のように切り 



換わります。 


AUTO SURROUND 

X 

選択できるサラウンドモードー 43、44 ぺージ) 

t 

選択できる DSP モード(- ► 4 U 44 ぺージ) 

X 

SURROUND OFF 

X 

始めに戻る 


-手順1のあとしばらく何も操作しないでいると、 
ソース信源)表示に戻ります。そのときは、手順1か 
らやり直して < ださい。 


オートサラウンドについて 

「AUTO SURROUND 」 （才ートサラウンド)を選ぶと、入力 
音声に応じたサラウンドモードび自動的に選ばれます。 
表示窓に AUTO SURR 表示び点に[します。 

オートサラウンドは次のように働きます。 

- 2 chm 外のデジタル音声信号び入力されたとさは、その 
音声信号に対応するサラウンドモードび選ばれます。 

• マト U クス処理された 2ch の Dolby Digital 音声信号び 
入力されたときは 、 rPLIIx MOVIE 」 または 「PLII 
MOVIE 」 び選ばれます。 

- Sch の信号と U ニア PCM 信号び入力されたとさは、 
「SURROUND OFF 」 び選ばれ、ステレオになります。 

アナ□グ音声び入力されているときと、手動でデジタル音声 

フォーマツト （「DOLBY D に ITAL 」、「 DTS 」、「 MPEG -2 

AACJ ) を選んでいるときは(- ► 23ページ)、オートヴラウ 
ンドは働さません。 



サラウンドモード、 DSP モード使用時にへッドホンをお使いになる 
と、「30 HEADPHONE 」 モードになります。表示窓の DSP 表示と 

HEADPHONE 表示び点灯し、一時的に「30 HEADPHONE 」 と表示さ 

れます。 


42 

















































サラウンドモード 

EX/ES/PLIIx 設定、入力音声信号、スピーカー設定などによって選べるサラウンドモードは異なります。詳しくは ii (下の表をご 
覧ください。 

-モード名の横の数値は各入力信号のチャンネル構成を表しています。 

3 /S =し/ R / C / S し/ SR 、 之に二 し/ R / S し/ SR 、 3/1=し/ R / C / S 、 S /] =し/ R / S 、 3/0 =し/ R / C 、] /〇 = C 、 

S /0 = L/R 

サラウンドバックスピーカーの出カチヤンネル数の設定がに SPKJ のとき 


^^^^ EX / ES/PLIIx 設定 
入力信号 

AUTO 

ON 

PLIIx MOVIE 

PLIIx MUSIC 

OFF 

Dolby Digital Surround EX 

DOLBY D EX*2 

DOLBY D EX 

□□D+PLIIxMOVIE 

□□D+PLIIxMUS に 

DOLBY DIGITAL 

Dolby Digital (3/2 、 2/2) 

DOLBY DIGITAL 

DOLBY D EX 

□□D+PLIIxMOVIE 

□□D+PLIIxMUS に 

DOLBY DIGITAL 

Dolby Digital (3/1 、 2/l 、 3/a 1/0) 

DOLBY DIGITAL 

Dolby Digital (Dual Mono) 

DUAL MONO 

DTS-ES Discrete*! 

DTS-ES DSCRT 

DTS-ES DSCRT 

DTS+PLIIxMOVIE 

DTS+PLIIxMUS に 

DTSSURROUND 

DTS-ES Matrix*^ 

DTS-ES MATRIX 

DTS-ES MATRIX 

DTS+PLIIxMOVIE 

DTS+PLIIxMUS に 

DTSSURROUND 

DTS (3/2 、 2/2)*i 

DTSSURROUND 

DTS+NE0:6 

DTS+PLIIxMOVIE 

DTS+PLIIxMUS に 

DTSSURROUND 

DTS (3/1 、 2/1 、 3/ 日、 1/ 日） 

DTSSURROUND 

DTS (Dual Mono) 

DUAL MONO 

MPEG-2 AAC (3/2 、 2/2) 

AAC SURROUND 

AAC+nn EX 

AAC+PLIIxMOVIE 

AAC+PLIIxMUS に 

AAC SURROUND 

MPEG-2 AAC(3/l 、 2/l 、 3/ai/ 日） 

AAC SURROUND 

MPEG-2 AAC (Dual Mono) 

DUAL MONO 

Dolby Digital (2/0) 

DTS (2/0) 

MPEG-2 AAC (2/0) 
ij ニア PCM (2/0) 

アナ□グ 

PLIIx MOVIE、PLIIx MUSIC、PLIIx GAME 、 

NE0:6 CINEMA 、 NE0:6 MUSIC 

PLII MOVIE 、 

PLII MUSIC. 

PLII GAME 、 

NE 日:目 CINEMA 、 
NE 日 : 6 MUSIC 


サラウンドバックスピーカーの出カチヤンネル数の設定が n SPKJ のとき 


^^^^ EX / ES/PLI lx 設定 
入力信号 

AUTO 

ON 

PLIIx MOVIE 

PLIIx MUSIC 

OFF 

Dolby Digital Surround EX 

DOLBY D EX が 

DOLBY D EX 

DOLBY D EX 

nnD+PLiixMUS に 

DOLBY DIGITAL 

Dolby Digital (3/2 、 2/2) 

DOLBY DIGITAL 

DOLBY D EX 

DOLBY D EX 

nnD+PLiixMUS に 

DOLBY DIGITAL 

Dolby Digital (3/1 、 2/l 、 3/a 1/0) 

DOLBY DIGITAL 

Dolby Digital (Dual Mono) 

DUAL MONO 

DTS-ES Discrete*! 

DTS-ES DSCRT 

DTS-ES DSCRT 

DTS+m EX 

DTS+PLIIxMUS に 

DTSSURROUND 

DTS-ES Matrix*! 

DTS-ES MATRIX 

DTS-ES MATRIX 

DTS+nn EX 

DTS+PLIIxMUS に 

DTSSURROUND 

DTS (3/2 、 2/2)*i 

DTSSURROUND 

DTS+NE0:6 

DTS+DQ EX 

DTS+PLIIxMUS に 

DTSSURROUND 

DTS (3/ 1 、 2/1 、 3/ 日、 1/ 日） 

DTSSURROUND 

DTS (Dual Mono) 

DUAL MONO 

MPEG-2 AAC (3/2 、 2/2) 

AAC SURROUND 

AAC+nn EX 

AAC+m EX 

AAC+PLIIxMUS に 

AAC SURROUND 

MPEG-2 AAC(3/l 、 2/l 、 3/a]/ 日） 

AAC SURROUND 

MPEG-2 AAC (Dual Mono) 

DUAL MONO 

Dolby Digital (2/0) 

DTS (2/0) 

MPEG-2 AAC (2/0) 

IJ ニア PCM (2/0) 

アナ□グ 

PLIIx MOVIE、PLIIx MUSIC、PLIIx GAME 、 

NE0:6 CINEMA 、 NE 日 : 6 MUSIC 

PLII MOVIE 、 

PLII MUSIC. 

PLII GAME 、 

NE0:6 CINEMA 、 
NE 日 : 6 MUSIC 


*^DTS 96/24ソフトで96/24音声を聞くときは、 EX / ES / PLIIx 設定を 「 OFF 」 に設定してください。 

が EX / ES / PLIIx 設定を 「 AUTO 」 にしている場合でも、ソフトによってはサラウンドモードび 「DOLBY DIGITAL 」 になることび 
あります。その場合は、 EX / ES / PLIIx の設定を「 ON 」 に設定してください。 


次へ — ゾ I- 続 \ 





























































サラウンドを使う（つづき) 



サラウンドパックスピーカーのスピーカーサイズ設定が nsioj のとき 


^^^^ EX / ES/PLIIx 設定 
入力信号 

AUTO 

ON 

PLIIx MOVIE 

PLIIx MUSIC 

OFF 

Dolby Digital Surround EX 

DOLBY D EX * 吕 

(パ-チャルサラウンドバック） 

DOLBY D EX 

(パ-チャルサラウンドバック） 

□□D+PLIIxMOVIE 

(パ-チャルサラウンドバック） 

□□D+PLIIxMUS に 

(パ-チャルサラウンドバック） 

DOLBY DIGITAL 

Dolby Digital (3/2 、 2/2) 

DOLBY DIGITAL 

DOLBY D EX 

(パ-チャルサラウンドバック） 

□□D+PLIIxMOVIE 

(パ-チャルサラウンドバック） 

□□D+PLIIxMUS に 

(パ-チャルサラウンドバック） 

DOLBY DIGITAL 

Dolby Digital (3/1.2/K3/0J/0) 

DOLBY DIGITAL 

Dolby Digital (Dual Mono) 

DUAL MONO 

DTS-ES Discrete*! 

DTS-ES DSCRT 

(パ-チャルサラウンドバック） 

DTS-ES DSCRT 

(パ-チャルサラウンドバック） 

DTS+PLIIxMOVIE 

(パ-チャルサラウンドバック） 

DTS+PLIIxMUS に 

(パ-チャルサラウンドバック） 

DTSSURROUND 

DTS-ES Matrix*! 

DTS-ES MATRIX 

(パ-チャルサラウンドバック） 

DTS-ES MATRIX 

(パ-チャルサラウンドバック） 

DTS+PLIIxMOVIE 

(パ-チャルサラウンドバック） 

DTS+PLIIxMUS に 

(パ-チャルサラウンドバック） 

DTSSURROUND 

DTS (3/2 、 2/2)*i 

DTS SURROUND 

DTS+NE0:6 

(パ-チャルサラウンドバック） 

DTS+PLIIxMOVIE 

(パ-チャルサラウンドバック） 

DTS+PLIIxMUS に 

(パ-チャルサラウンドバック） 

DTSSURROUND 

DTS (3/1 、 2/1 、 3/ 日、 1/ 日） 

DTSSURROUND 

DTS (Dual Mono) 

DUAL MONO 

MPEG-2 AAC (3/2 、 2/2) 

AAC SURROUND 

AAC+m EX 

(パ-チャルサラウンドバック） 

AAC+PLIIxMOVIE 

(パ-チャルサラウンドバック） 

AAC+PLIIxMUS に 

(パ-チャルサラウンドバック） 

AAC SURROUND 

MPEG-2 AAC(3/l 、 2/l 、 3/ai/ 日） 

AAC SURROUND 

MPEG-2 AAC (Dual Mono) 

DUAL MONO 

Dolby Digital (2/0) 

DTS (2/0) 

MPEG-2 AAC (2/0) 
ij ニア PCM (2/0) 

アナ□グ 

PLII MOVIE. PLII MUSIC. PLII GAME 、 NE 日 : 6 CINEMA 、 NE 日 : 6 MUSIC 


* ] DTS 96/24 ソフトで 96/24 音声を聞くときは、 EX/ES/PLIIx 設定を 「 OFF 」 に設定してください。 

が EX/ES/PLIIx 設定を 「 AUTO 」 にしている場合でも、ソフトによってはサラウンドモードび 「DOLBY DIGITAL 」 になることび 
あります。その場合は、 EX/ES/PLIIx の設定を 「 ON 」 に設定してください。 


バーチャルサラウンドバックについて 

本機では、サラウンドバックスピーカーのスピーカーサイズ設定を「 N 0」に設定してし席場合でも、サラウンドスピーカーを使つ 
てサラウンドバックスピーカーを仮想的に再現し、再生することびできます。（バーチャルサラウンドバック） 

バーチャルサラウンドバック再生びでさるのは、次の信号び入力されたとさです。 

• Dolby Digital Surround EX 信号 

• DTS-ES 信号 

• MPEG-SAAC 信号 

• 4chli (上の Dolby Digital Surround または DTS 信号 
表示窓の V 旧 TUAL SB 表示び点巧します。 


DS 巧ード 

DAP モードとオールチャンネルステレオ (ALL CH STEREO ) はどの音声信号び入力されても選べます。 

-サラウンドスピーカーのスピーカーサイズ設定を「 N 0」に設定しているときは(- ► 27ぺージ )、 「ALL CH STEREO 」 は選べま 
せん。 

• 3ch じ(上の音声信号び入力されているときは、 「 MONO 円 LM 」 は選べません。 
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音量/音質を調節する 


サラウンドモード、 DSP モードを選んだあと、音量や音質を調節することびできます。ここでは、 U モコンで調節できる設定につ 
いて説明します。 

本体を使っての操作方法は、「音量/音質の調節をする」（一34ページ)をご覧ください。 

設定の途中でしばらく何も操作しないでいると、設定前のソース宿源)表示に戻ります。そのときは最初から操作をやり直して 
<ださい。 


テストトーンによるスピーカー出カレベル 
の調節 

接続した各スピーカーの出カレベルを調節します。 


1お好みのソース(音源)を再生してヴラウ 
ンドを選ぶ 


2テストトーンボタンを巧ず 


スピーカーサイズ設定で 「 SML 」 または 
「 LRG 」 に設定しているスピーカーから約 S 
秒間ずつテスト I -ーンび出力されます。 

出力しているスピーカー名び点滅表示されます。 


言 


AUTOSURR 

DIGITALAUTO 口回 ® \ U U U U U U U , 


I S.WFRI 

-回 


画 ィ 


-rm-n-m-m-rr 


-テスト I -ーンび出力される順序 

""► 左フ□ントスピーカー ： 「TEST FL 」 

センタースピーカー : 「TEST C 」 

右フ□ントスピーカー : 「TEST FRJ 

もサラウンドスピーカー ： 「TEST SR 」 

右サラウンドバックスピーカー : 「TEST SBRJ 

左サラウンドノくックスピーカー ： 「TEST SBLJ 

* 

左サラウンドスピーカー ： 「TEST SLJ 

I 

—サブウー八一 : 「TEST SW 」 


3 


調節ずるスピーカーの 
+/—ボタンを巧ず 


感 ◎ m m 

左-フ□ント-ちセンターヴブウ ー A — 
0 0 0 0 


• +を押すと出カレベルび 


〇 © 感感 

左-サラウンド-もち-サラウンドバック-も 


大きくなります。 

• -を押すと出カレベルび 
ルさくなります。 

-「一10」から「+10」の範囲で1服単位で調節できます。 
• 設定された内容はソース宿源)ごとに記憶されます。 

[お買い上げ時の設定： 0服] 



フ□ント-左/ち （+/—) 

:左ちのフ□ントスピーカーの出カレベルを調節し 
ます。 


センター (+/ —) 

:センタースピーカーの出カレベルを調節します。 


サラウンドバック-左/ち （+/-) 

:左ちのサラウンドバックスピーカーの出カレベル 
を調節します。 

サラウンド-左/も （+/-) 

:左ちのヴラウンドスピーカーの出カレベルを調節 
します。 


ヴブウー八一 （+/—) 

:サブウー八一の出カレベルを調節します。 


-テストトーン ボタンをもう一度押すとテスト I -ーンび停止 
し、ちとのソース(音源)表示に戻ります。 

• サラウンドバックスピーカーの出カチヤンネル数を 
nspK 」 に設定しているときは(-►クタぺージ) 、サラウン 
ドバック-左 (+/-) ボタンで調節してください。 

-へッドホンを使用しているときはテスト I -ーンは出力され 
ません。 

-本体からの操作で調節をすることもでさます。詳しくは「ス 
ピーカー出カレベルの調節」（一35ページ)をご覧くださ 
い。 


5 

0 

ン 


45 























サラウンドを使う（つづき) 


音量/音質を調節する（つづさ) 


イコライザーの調節 


中必となる周波数帯域のレベルを調節し、お好みの音質でお 
楽しみいただけます。 

• 調節できる周波数: 63 Hz 、 S 日日 Hz 、] kHz 、4 kHz 、 1 6 kHz 


D . EQ 周液数ボタンを巧して調節 li 
したい周波数を表示させる 


D.EQ 周液数 ボタンを押すごとに、表示び 
次のように変わります。 






居 3Hz] -►齡 OHz] -► 日 kHz] -► 
[4kHz I "►面 雨 ^- ►(始めに戻る） 


2 D.EQ レベル +/— ボタンを巧 
ず 

+を押すとレべ j レび大きく、一を押すとレベル 
びルさくなります。 

D に ITAL EQ 表示 

- 1 - 



卜に FTALEQ] 


低音の強調(バスブースト） 

フ□ントスピーカーの低音を強調することびできます。 

I お好みのソース(音源)を再生してヴラウ 
ンドを選ぶ 


2 バスブーストボタンを巧して調節 
ずる 


バスブースト 

令 


バスブースト ボタンを押すごとに、表示び次のように 
切り換わります。 

B.BOOST 表示 


OFF 


ON 


ON :低音を増強します。 

表示窓の B . BOOST 表示び点巧します。 

OFF :ソース(音源)本来の低音を再生します。 

[お買い上げ時の設定] 

設定された内容はソース(音源）ごとに記憶されます。 


-8 

+8 


エフェクトの調節 


[お買い上げ時の設定: 0] 

-いずれかの周波数特性を 「0」 lU 外の値に調節すると、 
表示窓の DIGITAL EQ 表示び点灯します。 

• 「一8」から「+8」の範囲で SdB 単位で調節できます。 

設定された内容はソース(音源）ごとに記憶されます。 


DAP モード (HALL ] /2、 LIVE CLUB、DANCE CLUB 、 
PAVILION.THEATER 1/2). MONO FILM (- ► 47 ぺージ） 
の動作中に、その効果の度合い(エフェクトレベル)を調節す 
ることびでさます。 

1お好みのソース(音源)を再生して DAP 
モードまたは MONO 円 LM を選ぶ 


2 エフェクトボタンを巧して 
調節ずる 

エフェクト ボタンを押すごとに数字び大きくなります。 


エフェクト 

争 




大 


I 1 l——^! 5 


(始めに戻る） 


[お買い上げ時の設定： 3] 
数字び大さくなると効果は大さくなります。 


設定された内容はそれぞれのモードごとに記憶されます。 
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センタートーンの調節 


ミツドナイトモードの設定 


サラウンドモード、 DSP モードの動作中に、センタースピー 
カーの音質を調節することびでさます。 


1お好みのソース(音源)を再生してヴラウ 
ンドを選ぶ 


2 


センタートーンボタンを巧ず 


センター I -ーン ボタンを押すごとに、数字 
び大きくなります。 


C . TONE 表示 



[1 |""*[5 I 一^ (始めに戻る) 



[お買い上げ時の設定： 3] 

• 「1」から「日」の範囲で1単位で調節でさます。 

-数字び大さくなるとセンタースピーカーの音びより 
はっさり聞こえます。 


• センタースピーカーのサイズ設定を「 N 0」に設定している 
ときは、調節できません。27ぺージ） 

-センター I -ーンび 「3」 iU 外のときに表示窓の C . T 0 NE 表示 
び点灯します。 

• 設定された内容は、サラウンドモードではすべてのモード 
で共通に、 DSP モードではそれぞれのモードごとに記憶さ 
れます。 


ダイナミックレンジ爆大音声と最小音声の差)を S 段階に調 
節することびでさます。音量びルさいとさでもバランスよく 
音声を楽しめます。 

-再生するソース眉源)によって、効果の大きさは異なります。 


1お好みのソース(音源)を再生してヴラウ 
ンドを選ぶ 


2ミッドナイトボタンを巧ず 

ミツドナイト ボタンを押すごとに、表 
示び次のように変わります。 

MIDMGHT 表示 


[ off ] -►の- ►回- ► け台めに戻る:) 


OFF : ダイナミックレンジはそのままで、音声を楽しみた 
_いときに選びます。_ [お買い上げ時の設定]_ 

1:ダイナミックレンジを少し抑えたいときに選びます。 

2 :ダイナミックレンジを十分に抑えたいときに選び 

ます。液間など周囲に迷惑をかけたくないときに 
選びます） 


• ミッドナイトモードを使用しているとさ、表示窓の 
MIDNIGHT 表示び点巧します。 

-設定された内容はソース宿源）ごとに記憶されます。 



2 
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AV コンピユリンク•リモートコント □— J レシステム 


接続が終わるまで、電源プラグをコンセントに差し込まないでください。 

ビクター製の各機器を別売りの接続コードに N-12 日 A など)を使って、各ビデオ機器の AV コンピュ U ンク端テどうしを接続します。 
すべての機器を橋渡しするように接続します。順番に決まりはありません。接続したビデオ機器の取扱説明書ち併せてご覧くだ 
さい。 


AV コンピユリンクの接続 

ビクター 製のビデオデッキ ビクター 製の DVD レコーダー/プレーヤー ビクター 製のテレビ 



AV コンピュ U ンクでは、 D 巨 S 入力端テに接続している地上デジ 
夕 J レ/ BS / CS チューナーを操作することはできません。 



—お知らせ- 

• ビデオデッキの U モ コンコー ドは 「 A 」 に言毀走して<ださい。 

• DVD レコーターの U モコンモードは、お買い上げ時の設定にし 
て < ださい。 

-操作するビデオ機器の取扱説明書ち併せてご覧ください。 


DVD レコーター/プレーヤーの自動再生 

DVD レコーダー/プレーヤーを再生するだけで、本機の電源び 
自動的に 「入」 になり、ソース信源）として 「 DVR / DVD 」 び選 
ばれます。 

•テレビの電源も自動的に 「入」 になり、テレビの入力び適切 
なビデオ入力に切り換わります。 


テレビの自動入力切り換え 


. 本機のソース(音源)を 「 DVR / DVD 」、「 VTR 」、「 DBS 」 にす 
ると、テレビの入力び自動的に iU 下のように切り換わりま 
す。 

- S 映像入力端子に接続しているとさは 「ビデオ 1」に切り 
換わります。 

-映像入力端子に接続しているとさは 「ビデオ 2」に切り換 
わります。(ただし、「 ビデオ 2」に地上デジタル/目 S/CS 
チユーナーび接続されているときは 「ビデオ 3」に切り換 
わります。詳しくはお使いのテレビの取扱説明書をご覧 
<ださい。） 

一 D 4 入力端子またはコンポーネント映像入力端子に接続 
しているときは 「ビデオ 3」に切り換わります。(テレビ側 
び対応している場合） 

. 本機のソース信源)を 「 TV 」 にすると、自動的にテレビ放送 
に切り換わります。 

-ソース(音源)び 「 USB 」 のときは、この機能は働きません。 


自動電源「入」◄■►「刷 

モニター出力端子、 VTR 入力馆生)端子や DVR/DVD 入力 
馆生)端子に接続されているテレビ、ビデオデッキや DVD レ 
コーダー/プレーヤーの電源び、本機の電源と連動して 「入」和 ► 
「切」 します。 

本機の電源を r 入」にすると： 

• 前回選択していたソース宿源)び 「 DVR / DVD 」 のときは、 
DVR/DVD 入力(再生)端テに接続されている DVD レコー 
ダー/プレーヤーとテレビの電源ち自動的に 「入」 になりま 
す。 

-前回選択していたソース宿源)び 「 VTR 」 のときは、ビデオ 
デッキとテレビの電源ち自動的に 「入」 になります。 

-前回選択していたソース宿源)び 「 DBS 」 または 「 TV 」 のと 
きは、テレビの電源のみび自動的に 「入」 になります。 

本機の電源を r 切」にすると： 

DVD レコーダー/プレーヤー、ビデオデッキ、テレビの電源び 
自動的に「切」になります。 

~- 

• ビデオデッキで録画中に本機の電源を r 切」にしても、ビデオデッ 
キの電源は r 切」にならず録画を続けます。 

• AV コンピュ U ンクを正しく動作させるためには、ビデオ機器と本 
機を接続している端テと同じ種類の端テを使って、本機とテレビ 
を接続して < ださい。 

-接続した端テにあわせて、映像接続の種類を正しく設定してくだ 
さい。(一ぶ?ぺージ） 
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リモコンでビクター製の機器を操作する 


本機の U モコンでビクター製のテレビやビデオ機器を操作することびできます。 

リモコンで操作する前に"* 

-接続した機器の操作については、機器に付属の取扱説明書も併せてご覧ください。 

- U モコンは、お使いになる機器の U モコン受光部に向けて操作してください。 

. 本体の SOURCE SELECTOR/MULTI JOG でソース(音源)を選んだときは、 U モコンで操作できないことびあります。必ず U 
モコンのソース(音源)機器選択ボタンを使って選んでください。 


DVD レコーダー/プレーヤー 


U モコンのモード切換スイッチを、 DVD レコーダーを操作す 
るときは 「 DVR 」 に、 DVD プレーヤーを操作するときは 「 DVD 」 
に合わせます。 

• ビクター製の DVD レコーダーには、「01」から「07」の 7 種類 
の U モコンコードびあります。本機の U モコンを使ってお手 
持ちのビクター製 DVD レコーダーを操作する場合は、その 
機器に対応した U モコンモードを設定してください。設定ち 
法は下記の「ビクター製 DVD レコーダーの U モコンコードの 
設定ち法」をご覧ください。 


ビ クター 製 DVD レコーターのリモコンコードの 設定方法 

U モコンのモード切換スイッチを「 DVRJ に合わせます。 

1. DVR / DVD の/1ボタンを巧したまま… 

DVR / DVD ボタンを巧したあと、数字ボタン （1 〜7、0)を 
使って DVRJ — ド番号を入力する 
例： U モコンコードを「日1」に設定する場合 
。一® 一 CI 3 と押す 

2. DVR / DVD の/1ボタンを離す 

3. DVR / DVD の/1ボタン对甲して設定を確認する 

DVD レコーダーの電源を「入」一「切」でさたら正しく設 
定されています。 

-お買い上げ時は「03」に設定されています。 

-正しく動かない場合は、別の U モコンコードを使って 
ちう一度設定します。 

• U モコンの乾電池を交換したときは、もう一度 U モコン 
コードを設定してください。 


DVR/DVD の/1 : DVD レコーダー/プレーヤーの電源を 
「入」妙「切」します。 

DVR/DVD ボタンを押したあとで、次の操作びできます。 
► :再生を始めます。 

■ :再生を停止します。 

II :再生を一時停止します。 

もう一度再生を始めるとさは►ボタンを押 
します。 

I ◄◄:前または選択中のチャプターまたはトラッ 
クの頭へスキップします。 

►►1 :次のチャプターまたはトラックの頭ヘス 

キップします。 

チャプターまたはトラックを後へ戻します。 
►►:チャプターまたはトラックを先へ進めます。 

トップメニュー/メニュー 

: DVD ソフトのメニューを表示させます 

力ーソル(▲、▼、►、◄い夫定 

:メニュー操作をします。 


DVD プレーヤー操作用ボタン 

1〜10、0、+10:チャプターまたはトラックを選びます。 

DVD レコーダー操作用ボタン 
チャンネル (+/—) 

: DVD レコーダーのチャンネルを変更しま 
す。 

1-9.0 :チャプターまたはトラックを選びます。 

DVD レコーダー/プレーヤーによってはこれらの機能びお 
使いになれない場合びあります。その場合には DVD レコー 
ダー/プレーヤーに付属の U モコンをお使いください。 


テレビ 


「切」します。 


TV の/1 :テレビの電源を「入」 

テレビ音量 (+/-) :音量を調節します。 
テレビ/ビデオ ：テレビの入力を切り換えます。 

TV ボタンを押したあとで、次の操作びでさます 
チヤンネル (+/ —）：チヤンネルを変更します。 

1〜12 :受信チヤンネルを選びます。 

-デジタルテレビは操作でさません。 


ビデオデッ丰 


ビクター製のビデオデッキには、 「 A 」、 「目」2種類の U モコン 
コードびあります。本機の U モコンを使ってお手持ちのビク 
夕一製ビデオデッキを操作する場合は、 VTR 入力(再生)端子に 
接続したビデオデッキの U モコンコードを 「 A 」 にしておく必要 
びあります。 


VTR 0/1 


:ビデオデッキの電源を「入」◄■►「切」します。 


VTR ボタンを押したあとで、次の操作びでさます。 

► :再生を始めます。 

■ :再生を停止します。 

II :再生を一時停止します。 

もう一度再生を始めるとさは、►ボタン 
を押します。 

◄◄ :テープを 巻さ戻します。 

►► :テープを 早送りします。 

ビデオデッキのチューナーの受信チヤン 
ネルを変更します。 

ビデオデツキのチューナーの受信チヤン 
ネルを選びます。 


チヤンネル (+/—) 


1〜9、0 


その他の操作 
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リモコンで他メーカーの機器を操作する 


本機の U モコンで他メーカーのテレビやビデオ機器を操作することびできます。 

本機の U モコンで他メーカーのテレビやビデオ機器を操作するときは、それぞれのメーカーに対応したコードを設定する必要び 
あります。 

-接続した機器の操作については、お使いの機器の取扱説明書ち併せてご覧ください。 

’~^- - 

U モコンの乾電池を交換したとさは、をう一度 U モコンコードを設定してください。 


テレビ 


1. TV の/1ボタンを巧したまま ••• 

TV ボタンを巧したあと、数字ボタンり〜9、0)を使って 
メーカーコード番号 (2 ケタ)を入力する 

各メーカーのコード番号は下記の「メーカーコード番号一 
覧(テレビ)」をご覧ください。 

例：お使いのテレビび松下製に 3) のとき 

こ）一@ 一 03と押す 

2. TV のルザタンを離す 

3. TV のルザタンを巧して設定を確認する 

テレビの電源を「入」◄"►「切」できたら正しく設定されてい 
ふ^ 〇 

正しく動かない場合は、同じメーカーの別のコード番号を 
使ってもう一度設定します。 

-デジタルテレビは、本機の U モコンで操作できません。 

テレビを操作ずるボタン 

TV の/1 :テレビの電源を「入」◄■►「切」します。 

テレビ音 ■(+/—) :テレビの音量を調節します。 

テレビ/ビデオ ：テレビの入力を切り換えます。 

TV ボタンを押したあとで、次の操作びでさます。 

チヤンネル (+/-) :テレビの受信チヤンネルを変更します。 

1〜12 :テレビの受信チヤンネルを選びます。 


< メーカーコード番号一覧 ( テレビ )> 


メーカー名 

メーカーコード番号 

ビクター 

0] 、 02、03 

アイワ 

28、29 

NEC 

15 

コ J レテイナ 

3] 、 32 、 33、34 

サン 3— 

04 、 0 己 、06 

シャープ 

07 、 08 、 3 己 、36 

ソ ニー 

1 K 12. 13 

東芝 

14 

パイオニア 

16 

日立 

17. 18 

フイリップス 

30 

冨±通ゼネラル 

09、10 

フナイ 

]9 、 20 、 2]、22 

松下 

23 、 24 、 S 已 、26 

兰菱 

27 


[ お買い上げ時の設定 : 日 1] 


ビデオデッ丰 


1 . VTR の/1ボタンを巧したまま . 

VTR ボタンを巧したあと、数字ボタンり〜9、0)を使って 
メーカーコード番号 (2 ケタ）を入力する 

各メーカーのコード番号は下記の「メーカーコード番号一 
覧（ビデオデッキ)」をご覧ください。 

例：お使いのビデオデッキび松下製 (24) のとさ 

U ^ 一任）と押す 

2. VTR (!)/1ボタンを離す 

3. VTR の/1ボタンを巧して設定を確認する 

ビデオデッキの電源を「入」一「切」でさたら正しく設定さ 
れています。 

正しく動かない場合は、同じメーカーの別のコード番号を 
使ってもう一度設定します。 

ビデオデッキを操作するボタン 

VTR の/1 :ビデオデッキの電源を「入」◄■►「切」し 

ます。 

VTR ボタンを押したあとで、次の操作びでさます。 

► :再生を始めます。 

■ :再生を停止します。 

II :再生を一時停止します。 

もう一度再生を始めるとさは►ボタン 
を押します。 

◄◄ :テープを 巻さ戻します。 

►► : テープを 早送りします。 

チヤンネル (+/—) :チヤンネルを変更します。 


< メーカーコード番号一覽（ビデオデッキ ）> 


メーカー 名 

メーカーコー ド番号 

ビクター 

0] 、 02、03 

アイワ 

30 、 3] 、 32 、 33、34 

NEC 

] 6 、 17 、 18、19 

コ J レテイナ 

36 

サン ヨー 

04 、〇已、 06、07 

シャープ 

08、09 

ソ ニー 

1 K 12. 13 

東芝 

14. 15 

パイオニア 

20 

日立 

21、22 

フイ U ツプス 

3 已 

富±通ゼネラル 

10 

フナイ 

23 

松下 

24 、 2 已、 26、27 

兰菱 

28、29 


[ お買い上げ時の設定 : 日 1] 
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DVD プレーャー 


U モコンのモード切換スイッチを 「 DVD 」 に合わせます。 

1. DVR/DVD の/ 1 ボタンを巧したまま ••• 

DVR / DVD ボタンを巧したあと、数字ボタンり〜9、0)を 
使ってメーカーコード番号 (2 ケタ)を入力する 

各メーカーのコード番号は下記の「メーカーコード番号一 
覧 ( DVD プレーヤー)」をご覧ください。 

例：お使いの DVD プレーヤーび松下製 (06) のとき 

巧一の一のと押す 

2. DVR / DVD の/1ボタンを離す 

3. DVR/DVD の/ 1 ボタンを巧して設定を確認する 

DVD プレーヤーの電源を 「入」 一 「切」 でさたら正しく設 
定されています。 

正しく動かない場合は、同じメーカーの別のコード番号を 
使ってもう一度設定します。 

DVD プレーヤーを操作ずるボタン 
DVR/DVD (!)/1 

: DVD プレーヤーの電源を 「入」◄■►「切」 します。 

DVR/DVD ボタンを押したあとで、次の操作びできます。 
► :再生を始めます。 

■ :再生を停止します。 

II :再生を一時停止します。 

もう一度再生を始めるとさは►ボタンを押し 
ます。 

W ◄:前または選択中のチャプターの頭へスキップ 
します。 

►►1 :次のチャプターの頭へスキップします。 

◄◄ :チャプターを後へ戻します。 

►►:チャプターを先へ進めます。 

トップメニュー、メニュー 

: DVD ソフトのメニューを表示させます。 

力ーソル(▲、▼、►、 ◄) 、決定 

:メニュー操作をします。 

1〜10、0、+ 1日 

:チャプターまたはトラックを選びます。 


<メーカーコード 番号 一覽 ( DVD プレーヤー）> 


メーカー名 

メーカーコード番号 

ビクター 

0] 

オンキヨー 

]0、 ]] 

ケンウッド 

08 

サムスン 

12 

ソ ニー 

02 

東芝 

03 

パイオニア 

04 

日立 

14 

フイ U ップス 

巧 

松下 

06 

兰菱 

09 

ヤマ八 

13 


[お買い上げ時の設定:日 1] 


CS / CATV チューナ ー 


1. CS / CATV の/1ボタンを巧したまま ••• 

DBS ボタンを巧したあと、数字ボタンり〜9、 0) を使って 
メーカーコード番号 (2 ケタ）を入力する 

各メーカーのコード番号は下記の「メーカーコード番号一 
覧に S / CATV ) 」をご覧ください。 

例：お使いの CS / CATV チューナーび松下製 （11) のとき 
し； 一 QD 一 〇と押す 

2. CS/CATV C !)/ l ボタンを離す 

3. CS/CATV C !)/ l ボタンを巧して設定を確認する 

CS / CATV チューナーの電源を「入」一「切」でさたら正し 
く設定されています。 

正しく動かない場合は、同じメーカーの別のコード番号を 
使ってもう一度設定します。 

CS / CATV チューナーを操作するボタン 
CS / CATV の/1 : CS / CATV チューナーの電源を 

「入」「切」します。 

DBS ボタンを押したあとで、次の操作びできます。 

チャンネル (+/-) :受信チャンネルを変更します。 

1〜9、0、選局 :受信チャンネルを選びます。 


<メーカーコード番号一覧 ( CS / CATV チューナ ー) > 


メーカーる 

メーカーコード番号 

ビクター 

日 I 、日2 、II 

愛知電子 

2] 

アイワ 

] 4、15.16 

NEC 

08 

ヴイエンティフィック.アトランタ 

17 

シャープ 

03 

住友電工 

09、19 、 SO 

ソ ニー 

0 己 

東芝 

06、07 

パイオニア 

09 

日立 

10 

ヒューマックス 

18 

冨±通ゼネラル 

04、09 

ブ□ードネッ h マックス 

09 

マスプロ 

17 

松下 

1 K 12. 13 


[お買い上げ時の設定:日 1] 


その他の操作 


51 










































故障かな？と思う前に 


修理に出す前にじ(下の点検をしてください。下記の項目に当てはまらないときは、本機 iu 外の原因も考えられます。接続している 
機器なども併せてお調べください。なお、下記の項目をチェックしても直らないときは、「保証とアフターサービス」（-►タイページ) 
をお読みの上、修理を依頼してください。 


電源について 


症が 

原因 

処置 

電源び入らない。 

電源コードびコンセントから抜けている。 

電源プラグをしっかりと差し込む。 

再生中に電源び「切」になる。 

おやすみタイマーび設定されている。 

おやすみタイマーを解除する。(一 22 ぺージ） 

電源「入」時にスタンバイランプび点 
巧し、すぐ電源び「切」になる。 

大音量のために本機に過負荷びかかってい 

1 . 再生中のソース(音源)機器を止める。 

2. 本機の電源を「入」にして音量を調節 
する。 

スピーカー〕ードびシヨート(短絡）したため 
に本機に過負荷びかかっている。 

電源コードを抜さ、スピーカーの接続を確認 
する。スピーカーコードびショート(短絡）し 
ていないとさは販売店に問しをわせる。 

本機に異常な電圧びかかっている。 

電源コードを抜さ、販売店に問い合わせ 
る。 


リモコン操作にごいて 


症が 

原因 

処置 

U モコンび正しく操作でさない。 

U モコンび正しく設定されていない。 

ソース(音源)機器選択ボタンを押す。 

U モコンび働かない。 

本機から離れすざているか、本機のほうに向 
けていない。障害物びある。 

U モコン受光部に向けて約己 m じ(内で 
障害物を避けて送信する。 （一 ys ページ） 

電池び消耗している。 

電池を交換する。 （一 ys ページ） 

電池の極性(©、©)び違う。 

電池を正しく入れ直す。 （一 ys ページ） 

U モコン受光部に直射曰光び当たっている。 

直射日光をさえざる。 

機器び操作でさない。 

モード切換スイッチの位置を操作する機器に 
合わせていない。 

モード切換スイツチを正しい位置に合わ 
せる。 

入力したコード番号び間違っている。 

正しいコード番号を入力する。 

(一 50、51 ぺ-ジ） 

ソース(音源)機器選択ボタンを押して 
いない。 

操作したい機器のソース(音源)機器選択 
ボタンを押してから、操作する。 
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映像について 


症が 

原因 

処置 

映像び出ない。 

ビデオコードを正しく接続していない。 

電源プラグを抜いてから正し<接続する。 



(- ► 13〜17ぺージ) 


間違ったソース(音源)び選ばれている。 

正しいソース(音源)を選ぶ。 


テレビの入力選択び間違っている。 

正しい入力を選ぶ。 


ソース(音源)機器を D4 映像入力端子に、テレビ 

ソース(音源)機器とテレビの映像接続の端子をあ 


を映像出力端子または S 映像出力端子に接続して 

わせる。 


いる。 

または、ビデオコンパート(変換)機能(- ► 72 ペー 



ジ)び映像信号を変換でさる範囲で、ソース(音源） 


ソース(音源)機器を S 映像入力端テに、テレビを 

機器とテレビを接続する。 


映像出力端子に接続している。 



ソース(音源)び VTR 

映像接続の種類び正し < 選ばれていない。 

接続にあわせて、映像接続の種類を正しく設定す 


または D 巳 S のとさ。 


る。（一 33 ぺージ） 


音声について 


症が 

原因 

処置 

音び出ない。 

スピーカーコードを正しく接続していない。 

電源プラグを抜いてから正し < 接続する。 

(一77 ぺージ） 



オーディオコードを正しく接続していない。 

電源プラグを抜いてから正しく接続する。 

(- ► 12〜17ぺーブ ) 



間違ったソース(音源)び選ばれている。 

正しいソース(音源)を選ぶ。 



消音機能び働いている。 

消音 ボタンを押して消音機能を解除する。 

(一22 ページ） 



アナ□グ/デジタル音声入力び正し < 選ばれてい 
ない。 

正しい設定を選ぶ。 （一 23ぺージ) 


ソース(音源)び 

US 目のとさ。 

US 巳ケーブルを正しく接続していない。 

正しく接続をする。 （一79 ぺージ） 


パソコンび本機を認識していない。 

接続を確認する。 （ーブ9 ページ） 



再生ソフトび本機に対応していない。 

他のソフトに交換する。 



パソコンの「規定のデバイス」の項目び 

「US 目才ーディオデバイス」に設定されていな 

い。 

[スタート]一[コント□-ルパネル]一[サウンドと 
オーディオデバイス]^[オーディオ]を開き、「音 
の再生」の「規定のデバイス」の項目を 「USB オー 
ディオデバイス」に設定する。 

片方のスピーカーから 
しか音び出ない。 

スピーカーコードを正しく接続していない。 

接続を確認する。 （一77 ページ） 


知ほっして謗て 
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保言正とアフターヴービス 


保証書(別添) 


保証書は、お買い上げの販売店よりお受け取りくだ 
さい。「お買い上げ曰•販売店名」等の記入をお確かめ 
のうえ、記載内容をよくお読みの後、大切に保管して 
<ださい。 

-保証期間- 

お買い上げの曰から]年間 


補修用性能部品の最低保有期間 


この機器の補修用性能部品の 
最低保有期間は、製造巧切り後8年です。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために 
必要な部品です。 


修理に関ずるご相談やご不明な点は 


修理に関するご相談やご不明な点は、 お買い上げの 販売店にご相談ください。 


修理を依頼されるときは 


出張修理 


5么53ぺージの「故障かな？と思う前に」に従ってお調べください。それでもなお異常のあるときは、使用を中止し、お 
買い上げの販売店に修理をご依頼ください。このとさ不具合の発生したディスクも一緒にご用意ください。 


[ 保証期間中は I 

修理に際しましては保証書をご提示ください。保証書 
の規定に従って販売店び修理させていたださます。 


保証期間び過ぎているとさは 

修理すれば使用でさる製品については、お客様のご要望 
により有料で修理させていたださます。 


ご連絡していたださたい内容 


修理料金の仕組み 


品 名 

AUDI 日/ VIDE 日コント□ールアンプ 

型 名 

AX - D 3 11 

お買い上げ日 

年月日 

故障の状況 

でさるだけ具体的に 

ご住所 

付近の目印等ち併せてお知らせください 

お名前 


電話番号 


訪問ご希望曰 



便利メモ 

お買い上げ店名 




巧 （ ) 


技術料 

故障した製品を正常に修復するための料金です。 
技術者の人件費、測定機器等設備費、故障診断、修 
理および部品交換、調整、点検にかかる費用です。 

+ 

部品代 

修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯 
する部材等を含む場合もあります。 

+ 

出張料 

製品のある場所へ技術者を派遣するための費用 
です。別途、駐車料金をいただく場合びあります。 


■ この製品の製造時期は本体の背面に表示されております。 


广 お願い- . 

-本機の故障または不具合等によりディスクの再生などにおいて、利用の機会を逸したため発生した損害等の補償につ 
いては、ご容赦ください。 

\_ J 


お客様の個人情報のお取り扱いについて 

ご相談窓□におけるお客様の個人情報につきましては、日本ビクター株式会社およびビクターグループ関係会社化 
下、当社)にて、下記のとおり、お取り扱いいたします。 

-お客様の個人情報は、お問い合わせへの対応、修理およびその確認連絡に利用させていたださます。 

-お客様の個人情報は、適切に管理し、当社び必要と判断する期間保管させていただきます。 

-次の場合を除さ、お客様の同意なく個人情報を第兰者に提供または開示することはありません。 

① 上記利用目的のために、協力会社に業務委託する場合。当該協力会社に対しては、適切な管理と利用目的外の 
使用をさせない措置をとります。 

② 法令に基づいて、司法、行政またはこれに類する機関から情報開示の要請を受けた場合。 

-お客様の個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきましたご相談窓□にご連絡ください。 

V_ ) 
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(03) 已巨 84-82 已 4 
(03)3993-7520 
(03) 己 748-3701 
(042)646-6914 


文京区本郷 3-14-7 ビクター本郷ビル 1 F 
練馬区豊玉南 1-19-1 
大田区池上 2-8-1 0プラムビル1 F 
八王テ市大和田町 2-9-6 


化海道 


幌 S.C. 
川 S.C. 
見 S.S. 
路 S.S. 
広 S.S. 
館 S.S. 


(011)898-1 180 
(01 6巨)6 1-3 巨已9 
(0157) 吕 5-8 已已7 
(01 己 4) 24-0797 
(01 已已 )24-4493 
(0138) 已吕-已324 


札幌市厚別区厚別東五条1 -2-2 日 

旭川市ネ申居二条 3-2-1 已 

北見市山下町 4-7- 19 

訓路市松浦町 3-3 

帯広市東6条南 12-1 1 

函館市五棱郭町 4-1 目函館五棱郭 MF ビル1 F 


東 


化 


東 


海 


静岡 


(054)282-4141 
(0 已已 )922-1 已已7 
(0 己 3)4 吕 1-3441 


愛知 


(0 已 68) 吕已 -3235 
(0 已己 4) 2已 -0321 
(0 已3吕) 64-081 已 


岐 阜 


(058)274-1947 


E 重 


(059) 3已 2-0841 
(059)229-7780 


静岡市駿巧区中田本町 62-3] 中田ビル 1 F 
沼津市筒井町6-已 
浜松市北島町78己 


北名ち屋市九之坪鴨田121-] 

岡崎市莫町 2-23 宝ビル101号室 
豊橋市多米ま町]- 1-1 


岐阜市宇佐南 3-1-28 


四日市市掘木 2-1 己-2 
ま市大字藤ち48日-18 


所在地、電話番号が変更になる場合がございますので、あらかじめご了承ください。 


040巨 


♦略号について 


S . C . はサービスセンターの略称です。 

S . S . は サービスステーシヨ ンの 略称です。 
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長野 


長 野 S.C. 
松本 S.S. 


(02 巨)吕吕 1-6 已83 
(02 巨 3) 吕已 -91 巨己 


長野市川合新田 962-1 
松本市庄内 2-4-2] 


新漏 


新 漏 S.C. 
長岡 S.S. 


(0 吕已)吕4吕-3431 
(02 已 8) 24-8391 


新潟市明石 1-2- 19 
長岡市下下条 2- 13日 6-1 


【業務用機器専門】のご相談窓 □ 


CS センター|]：03)日巨31-2235」墨田区八広已-1]-] 


【出張修理専門】のご相談窓 □ 


埼玉 


ま日本]-ルセンタ- 1^03)5803-2888 [浦安市当代島 2- 1 3-27 


【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓 □ 


大 き S.C. 


(048) 巨己4-已241 


さいたま市化区東大成町 2-6 已 8- 1 


【出張修理専門】のご相談窓 □ 


ま日本コールセンター ijOS ) 已803 -2888] 浦安市当代島 2- 1 3-27 


ネ申奈 "I 


【お預かり修理、補修用部品しのご相談窓 □ 


横 お S.C. 
相模原 S.C. 
海を名 S.C. 


(04 己)巨已 1-0403 
(042)776-2052 
(046) 吕 34-4 已〇〇 


横お市中区翁町 1-3-] 
相模原市ち淵 3-7-4 
海老名市東柏ケ谷目- 19-2 目 


山梨 


甲府 S.S. 


(05 已 )237-401 巨 


甲府市湯田 2-1 1-已 


青森 

青 森 S . C . 

八戸 S . S . 
弓ム前 S . S . 

(017)723-2261 
(0178)44-4 已21 
(01 7吕)吕 8-01 巨已 

青森市桂木4-日-17 
八戸市諷訪 2-2-3 日 
弘前市高田 1-1 3-1 

岩手 

盛 岡 S . C . 

水ミ尺 S . S . 

(019) 巨 37-01 吕1 
(0197)22-2773 

盛岡市津志田西 2-3-20 
奥州市水沢区天文台通り 3- 12 

秋田 

秋 田 S . C . 

大館 S . S . 
横手 S . S . 

(018)824-3189 
(01 8己) 43-0980 
(0182)32-8873 

秋田市 山 王中園町 4-1 
大館市美園町已 -6 
横手市赤坂字大道向3-曰 

宮城 

仙 台 S . C . 

(0 吕 2)287-0151 

仙台市若林区六 T の目西町 7-1 3 

山形 

山 形 S . C . 

酒田 S . S . 

(023)642-0279 
(0234) 2白-7145 

山形市松山 3-12- 18 
酒田市亀ヶ崎日-6-] 

福島 

郡 山 S . C . 

いわさ S . S . 

(0 吕 4) 9已吕 -6331 
(024 巨) 27-7991 

郡山市堤 1-3 

いわさ市内郷御台境町鶴巻日-1 


関東•甲信越 


群馬 


前 橋 S.C. 


(027) 吕已已-已9吕1 


前橋市大渡町 1-10-1 
曰本ビクター（株）前橋工場第2棟 1 F 


栃木 


宇都宮 S.C. 


(028)638-1 白39 


宇都宮市東宿郷 3-5-22 


茨城 


か 戸 S.C. 


(029)246-1560 


水戸市元吉田町1030 
曰本ビクター（株）水戸工場技術棟 1 F 


【出張修理専門】のご相談窓 □ 


ま曰本コ ー MZ ンター [(03)5803-2888] 浦ま市当代島 2-] 3-27 


千裏 


【お預かり修理、補修用部尉 のご相談窓口 


千 裏 S.C. 
柏 S . C . 
浦ま S.S. 


(043)202-0263 
(04)71 7己-4322 
(047) 3已3-巨189 


【出張修理専門】のご相談窓 □ 


千葉市中央区中央 3-9-1 目兰井を命千案中央ビル1 F 
柏市豊四季5 12-10-67 
浦安市当代島 2-13-27 


ま日本コールセンター[(03)已803-吕 888] 浦安市当代島2-] 3-27 


【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓 □ 


輩著^ 窓□名 T E L _所 在 地 


ビクタ—ヴ—ビス窓□案内(ビクタ-ヴ-ビスエンジ ニ ァリング株式会社) 


ビクター觀ロロのの夕ーサービス【献買し、上げ卿欄炎がみ、 


ご転居等で保証書記載のお買い上げ販売店にアフターサービスをご依頼になれない場合は、最寄りの「ご相談窓□」にご相談ください。 


都義府 

窓口名 

T E L 

所在地 

化 陸 

富山 

富山 S . S . 

(07 巨) 4 吕已-吕 397 

富山市二□町 4-1-3 

石川 

金 ミ尺 S . C . 

(07 巨) 2 巨 9-4821 

金ミ尺市新保本 4-65- 17 

福井 

福井 S . S . 

(077 巨)已 3 -己 91 巨 

福井市西開発 3-2]] 

近 畿 

滋賀 

滋賀 S . S . 1 (077)582-5812 | 巧山市浮気町 268 

京都 

【出張修理専門】のご相談窓 □ 

西日本]- ル センタ-1 (06)6304 -已 731| 大阪市淀川区卸 1 12-4-28 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓 □ 

京 都 S . C . 

(07 己)巨 44-0 吕 47 

京都市伏見区深草下り 1 原町 31 -] 

京都 

北部 

福知山 S . S . 

(0773) 吕吕 -86 巨 4 

福知山市厚東町 14 已 -2 

奈良 

【出張修理専門】のご相談窓 □ 

西日本]- ル センタ-1 (06)6304-5731 | 大阪市斑 11 区田川 2-4-28 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓 □ 

奈良 S . S . 1 (0742) 3 日- 0935 1 奈良市大宮町 6-3- 10 藤本ビル 1 F 

大阪 

【出張修理専門】のご相談窓 □ 

西日本]- ル センタ-1 (06)6304-5731 | 大阪市淀川区卸 1 12-4-28 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓 □ 

大 阪 S . C . 

巧 S . C . 

(0 巨)己 304 -已 731 
(07 吕 )2 已 4-2881 

大阪市淀川区圓 112-4-28 
巧市北区百舌鳥梅町 3 T 目 21 -2 伊助ノ V イツ 

【業務用機器専門】のご相談窓 □ 

メンテナンスセンタ- 

(0 巨)巨 304 -巨 71 已 

大阪市淀川区田川 2-4-28 

和歌山 

和歌山 S . S . 
田辺 S.S 

(073)47 吕-巨 799 
(0739) 吕吕 -997 巨 

和歌山市太田 430 -8 
田辺市漢]已 8]-12 

兵庫 
中東部 

【出張修理専門】のご相談窓 □ 

西日本]- ル センタ- 

1 (06)6304-5731 | 大阪市淀川区卸 1 12-4-28 

【お預かり修理、補修用部品】のご相談窓 □ 

ネ申 戸 S . C . 

(078) 吕已 2-0 已巨 2 

巧戸市中央区磯上通 3-2- 16 

兵庫 
西部 

姫路 S . S . 

(079 吕 )34-3833 

姫路市中地南町 1 1-1 

中 国 

岡山 

岡 山 S . C . 

(08 巨)吕 43-1 已白巨 

岡山市西ち松西町 8-23 

広島 

広 島 S . C . 

福山 S . S . 

(08 吕)吕 43-9839 
(084)931-6984 

広島市中区光南 3-9- 17 
福山市南蔵王町 3 -已 -1 已 

山 □ 

山 □ S . C . 
徳山 S . S . 

(083)973-3708 

(0834)27-1331 

山□市ル郡花園町已 -28 
周南市野上町 2-3 已 

島根 

松 江 S . C . 

(08 已 2)31-8900 

松江市学園 1-1 目- 39 

鳥取 

鳥取 S . S . 

(0857)23 -吕 1 已 1 

鳥取市千代水 1 T 目 22-1 

四 国 

き川 

高 松 S . C . 

(087)866-1200 

高松市田村町 20 己-] 

徳島 

徳島 S . S . 

(088)622-7387 

徳島市沖お 2-37 

高知 

高知 S . S . 

(088) 88 吕 -0 已 46 

高知市高須新町 4-1-43 

愛媛 

松 山 S . C . 

宇和島 S . S . 

(089) 9 吕 3-0372 
(089 已)吕 0-1 018 

松山市中央 1-4- 12 
宇和島市坂下津甲 407-40 

九州•沖縄 

福岡 
化賀 

福 岡 S . C . 

义留米 S . S . 
化九州 S . C . 

(09 吕 )431-1 吕 61 
(0942) 39-349 已 
(093) 9 吕 1-3981 

福岡市博多医博多駅前 4-16-1 
义留米市西町字巧浦 1-1 192 
北九州市ル倉北区片野 2- 1 5- 12 

長崎 

長 崎 S . C . 

佐巧保 S . S . 

(09 己)86吕-已已22 
(09 己巨)33-已已巨8 

長幢市城山町 9- 13 
佐世保市木風町 1467-2 

大分 

大 分 S . C . 

(097) 已 43- 14吕2 

大分市西大道 3- 1 - 1 

熊本 

熊 本 S . C . 

(096) 3已 3-4 已3巨 

熊本市近見町 8-1-10 

宮崎 

宮崎 S . S . 
延岡 S . S . 

(098 己)吕4-已401 
(0982)3 己-7077 

宜崎市霧島町 3 -已 9 
延岡市您領町 24-3 

藤 ノレぉ 

鹿兒島 S . C . 

(099) 28吕 -88 18 

鹿児島市田上 tT 目 9-8 

沖縄 

沖 縄 S . C . 

(098)898-3631 

宜野湾市真志喜 1-13-1 目 


詩 岡 S.C. 
沼津 S.S. 
お松 S.S. 
名ち屋 S.C. 
兰 ミ可 S.C. 
豊橋 S.S. 
岐阜 S.S. 

H 重 S.S. 
津 S.S. 


C C C C 

S S S S 

郷馬田子 

王 

本練大八 


京 

I 

身 


化旭 


化訓帯函 


鱗 


知ほっして謗て 



















































































































































主な仕様 


-本機の仕様および外観は、改善のため予告なく変更することがあります。 


映像入力端テ 


映像（コンポジット） 

DVR/DVD、VTR、DBS 

S 映像 

DVR/DVD、VTR、DBS 
Y 

C 

D4 映像 

DVR/DVD、VTR(DBS) 
Y 

Pb 、 Pr 


入力感度/インピーダンス 

: ].0V(p-p)/7 己 0、 同期負 

: ].0V(p-p)/7 己 0、 同期負 
： 0.286 V(p-p)/75Q 

: 1.0 V ( p - p )/75 Q 
:日 .7V(p-p)/7 己 0 


映像出力端子 

映像（コンポジット） 
5映像 


D4 映像 


DVR、VTR、 モニター 
DVR、VTR、 モニター 
Y 
C 

モニター 

P 巳、 Pr 


出カレべ J レ/インピーダンス 

: ].0V(p-p)/7 己 0、 同期負 

: ].0V(p-p)/7 日 0、 同期負 
: 日. 286V(p-p)/7 己 0 

:1 .日 V(p-p)/7 己 0 
:日 .7V(p-p)/7 己 0 


定格出カステレオ時 (JEtA) 

フ□ント出力 
サラウンド時 (JEITA) 
フ□ント出力 
センター出力 
サラウンド出力 
サラウンドバック出力 

音芦入力端子 

アナ□グ入力 
デジタル入力 


11 OW/ch (6O、S0Hz〜S0kHz、CI8%THD) 

11 OW/ch (60、1 kHz、 日. 8%THD) 

1low (6QJ kHz、 日. 8%THD) 

11OW/ch (60、] kHz、 日. 8%THD) 

11OW/ch (60、1 kHz、 日. 8%THD) 


DVR/DVD、VTR、D 巨 S、TV 
同軸デジタル] (DVR/DVD) 

光デジタル 2 (DBS)/3 (VTR) 

USB 

(サンプ U ング周波数 32kHz、44. 1 kHz、48kHz に対応) 


入力感度/インピーダンス 

: 300 mV/47kO 
:〇.己 V(p-p)/7 己 0 
: -21 服 m 〜 - 1日服 m 


音芦出力端子 出カレベル 

アナ□グ出力 DVR (録音)、 VTR (録音） : 3 日日 mV 

サブウー八一 
へッドホン (03 .己） 


その他の端子 

S/N 比 (JEITA) 

周波数特性 
その他 

スリープタイマー 
電源 
消費電力 

最大がお寸法(幅 X 高さ X 奥行) 
質量 


AV コンピユ U ンク-皿 （XS) 

DVR/DVD、VTR、DBS、TV 
DVR/DVD、VTR、DBS、TV 

] 0、 SO、 30、40、 己 0、60、70、80、 90 分 
AC ]00V 、 己 OHz/eOHz 共用 
電源「入」時 ]75 W 

電源「切(待機)」時 日. 8VV 
43 己 mmxg] .己 mmx3 目日 mm 
約 6.6kg 


:70服 

: SOHz 〜 20kHz け]服) 


- J 曰 TA は電子情報技術産業協会規格に定められた測定方法による数値です。 
-付属品については 2 ページをご覧ください。 
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用語索引 


ア行 


イコライヴー . 35、46 

インプッ h アッテネーター . 36 

エフェクト . 36、46 

オー h サラウンド . 42 

オールチャンネルステレオ . 41 

おやすみタイマー . 22 

力行 

ク□スオーバー周波数 . 31 

サ行 

サブゥーハー . 27 

サブウー八一出力端子 . 11 

サラウンド . 39 

サラウンドバックスピーカー . 10 

サラウンドモード . 40 

消胃 . 22 

スピーヵー端テ . 11 

スピーカー簡単設定 . 24 

スピーヵーの圧巨離設定 . 28 

スピーカーの出カレベル . 35、45 

スピーカー表示 . 9 

ス U —プタイマー . 22 

センター!-ーン . 38、47 

夕行 

ダイナミックレンジ . 32、47 

ディ7- . 22 

テスト!ン . 45 

デュアルモノ . 30 

ナ行 

入力音声信号表示 . 9 

ハ行 

バーチャルサラウンドバック . 44 

バスブース h . 36、46 

パノラマ機能 . 37 

ビデオコンバーター . 12 

へツドホン . 21 


マ行 


ミツ ドナイ h モード . 32、47 

メーカーコード . 50、51 


ラ行 


U ニア PCM. 39 

U モコンコード . 49 

アルフアベツト 

3D HEADPHONE. 2U42 

3D PHONIC. 39 

AV コンピユ U ンク’ U モートコント□ールシステム . 48 

D4 映像端テ . 8 、 13 、 15〜17 

DAP モード . 41 

Dolby Di 呂 ital. 39、40 

Dolby Di 呂 ital Surround EX. 39、 40 

DSP モ ー K . 2.41 

DTS. 23 、 39、 40 

DTS 96/24. 39 

DTS-ES. 39、 40 

EFFECT. 36、 46 

INPUT ATT. 36 

LFE (低域効果音） . 9、 31 

LIVENESS (反射音の減衰） . 37 

Mono Film. 41 

MPEG-2 AAC. 23 、 39、 40 

Neo:6. 40 

PANORAMA. 37 

Pro Lo 呂 ic II. 40 

Pro Lo 呂 ic llx. 40 

S 映像端テ . 8 、 13 、 15 〜 17 

US 巨 . 19 


知ほっして謗て 
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イ別売りのオプション品 h 


• 才ーアイオコード 

-ビデオコード 
- S ビデオコード 
- D 端子コード 

-同軸デジタルコード 
• 光デジタルケーブル 
• USB ケースレ 
• 接続コード 


CN -5] 日 E (ピンプラグ X 2 〜ピンプラグ X 2)(] m ) 
CN -168 G (ピンプラグ X 2 〜ピンプラグ X 4)( l .己 m ) 
VX-110E dm ) 

VC-Sl lOE ( lm ) 

VX - DSl ] 日 ( D プラグ〜 D プラグ） （ Im ) 

VX - DS 21 日のプラグ〜ピンプラグ X 3)( lm ) 

CN-Dl lOE ( lm ) 

XN -1 lOSA ( lm ) 

VX - Ul 10 dm ) 

CN - に日 A (1.5 m ) 


別売りのオプシヨン品は、お買い上げの販売店でお求めください。 
(品番は変更されることがあります） 


アンケートおよびユーザー登録のお願い 


このたびは、ビクター商品をお買い上げいただき、誠にありびとうございました。 

今後のよりよい商品の開発に反映させるために、アンケートおよびユーヴー登録にご協力をお願いいたします。 


下記アドレスのホームページより、ご回答くださし、。 

http://www.victor.co.jp/reg/audio/ 


^ ご相談や修理は 1 

ビクター製品についてのご相談や修理のご依頼は、 

お買い上げの販売店にご相談ください。 

転居されたり、贈答品などでお困りの場合は、下記の相談窓口にご相談ください。 

修理などのアフターヴービスに関するご相談 

ビクターサービスエンジニアリング 株式会社 

お買い物相談や製品についての全般的なご相談 

お客様ご相談 センター 

55 ページの「ビクターサービス窓□案内」 

をご覧ください。 

V 

議0120-2828-17 

携帯電話* PHS • FAX などからのご利用は 

電話 (045) 450-8950 

FAX (04 已） 450—22 フ 5 

干 22 1-8528 横お市神奈川区守屋の 3- 12 

J 


ビクターホームぺージ http://www.victor.co.jp/ 

• ご相談窓□におけるお客さまの個人情報のお取り扱いについては、がページをご覧ください。 


日本 ビクター 株式会社 

干221 -8528 巧奈 j 11県横お市巧奈 j 11区守屋町 3- 12 


AXIS 二 >CDIO/VIDmo U V ア□丄蠢飄泣赚 


◎ 2006 Victor Company of Japan, Limited 
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